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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

４
月
30
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
利
用

に
限
り
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

鉄
道
（
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
と
メ
ト
ロ

ノ
ー
ス
鉄
道
の
１
か
月
定
期
券

の
価
格
を
10
％
割
引
に
す
る
計

画
を
可
決
し
た
。

　

６
月
末
の
渋
滞
税
執
行
に
伴

　

た
っ
ぷ
り
の
マ
ス
タ
ー
ド
を

塗
っ
た
長
さ
約
20
メ
ー
ト
ル
の

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
が
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
に
登
場
し
た
。「
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
シ
テ

ィ
ー
」
と
題
し
た
こ
の
ア
ー
ト

作
品
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠

点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ジ
ェ
ン
・
キ
ャ
ト
ロ
ン
と

Ｎ
Ｙ
市
内
の
鉄
道
定
期
券

渋
滞
税
で
10
％
割
引

い
、
地
下
鉄
ア
ク
セ
ス
が
不
便

な
市
民
に
鉄
道
機
関
の
利
用
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
同

「
シ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、

Ｌ
Ｉ
鉄
道
は
ゾ
ー
ン
１
内
及
び

ゾ
ー
ン
１
と
３
間
、
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
〜
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
が
対
象
で
、
片
道

料
金
は
オ
フ
ピ
ー
ク
が
５
ド

ル
、
ピ
ー
ク
時
は
７
ド
ル
。
１

か
月
定
期
券
の
料
金
は
、
Ｌ
Ｉ

鉄
道
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
〜
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
駅
は
20
ド
ル
以
上
減

の
１
９
８
ド
ル
、
メ
ト
ロ
ノ
ー

ス
鉄
道
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
〜
ブ
ロ
ン
ク
ス
北
部
は
約

20
ド
ル
減
の
１
８
０
ド
ル
と
な

る
。
６
月
25
日
に
発
売
で
、
７

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｍ
Ｔ
Ａ
に

と
っ
て
４
０
０
万
ド
ル
の
収
入

減
と
な
る
が
、
同
局
の
ア
ウ
タ

ー
ボ
ロ
ー
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
以

外
の
行
政
区
）
の
交
通
会
計
で

賄
う
と
い
う
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
ジ
ャ

イ
・
パ
テ
ル
最
高
財
務
責
任
者

は
「
Ｎ
Ｙ
市
内
の
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
と

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
１
か
月

定
期
券
の
購
入
数
は
、
年
間

約
７
万
件
に
の
ぼ
る
。
毎
年
、

学
割
定
期
券
を
購
入
す
る
約

１
万
２
０
０
０
人
の
学
生
に
と

っ
て
も
有
利
に
な
る
」
と
話
し

て
い
る
。
地
下
鉄
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｙ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
公
社
（
Ｎ

Ｙ
Ｃ
Ｔ
Ａ
）
も
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
週
間
の
運
行
本
数
を

１
２
０
０
本
に
増
加
し
、
６
月

に
は
さ
ら
に
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｍ
、
Ｊ
、

３
、５
系
統
の
本
数
も
追
加
す

る
。
同
局
は
、
年
収
５
万
ド
ル

以
下
の
家
庭
や
障
害
者
を
対
象

に
し
た
割
引
や
特
例
制
度
も
制

定
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
渋
滞

税
に
伴
う
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
料
金
や
対

策
に
関
す
る
詳
細
はhttps://

new.mta.info/

を
参
照
す
る
。

ポ
ー
ル
・
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
よ
る

も
の
。
毎
日
正
午
12
時
に
な
る

と
油
圧
装
置
が
作
動
し
、
斜
め

に
傾
い
た
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
に
内

蔵
さ
れ
た
キ
ャ
ノ
ン
砲
か
ら
紙

吹
雪
が
舞
い
上
が
る
。
こ
の
紙

吹
雪
は
、
大
晦
日
や
故
郷
の
パ

レ
ー
ド
、
政
治
集
会
や
性
別
発

表
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
の
典
型
的
な
お
祝
い
を
遊
び

心
た
っ
ぷ
り
に
表
現
し
た
も
の

だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
作
品
公
開
を
記
念
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

開
催
中
。
17
日
（
金
）
正
午
か

ら
は
同
作
品
の
前
で
「
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
早
食
い
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
上
位
入

賞
者
は
７
月
４
日
の
独
立
記
念

日
に
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
る
「
ネ
イ
サ
ン
ズ
・
フ

ェ
イ
マ
ス
・
国
際
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
早
食
い
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出

場
で
き
る
。
作
品
展
示
は
６
月

13
日
ま
で
。
詳
細
はhttp://

arts.timessquarenyc.org

を

参
照
す
る
。

　
　
　
　
（
写
真
・
笹
野
大
輔
）

毎
日
正
午
に

紙
吹
雪
舞
う

17
日
に
早
食
い
コ
ン
テ
ス
ト

巨大なHOTDOG
タイムズスクエアに出現

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
ジ
ャ
ン
ノ
・
リ

ー
バ
ー
議
長
は
５
月
３
日
、「
渋

滞
税
」
の
徴
収
開
始
を
６
月
30

日
か
ら
開
始
し
た
い
と
述
べ

た
。
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
Ｅ
Ｚ
パ
ス
と
車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
撮
影
で
き
る
カ
メ

ラ
は
す
で
に
数
十
か
所
に
設
置

済
み
だ
。
た
だ
し
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
に
与
え
る
影
響
を

考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て

同
州
か
ら
訴
え
ら
れ
て
お
り
、

係
争
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
６
月

30
日
に
開
始
で
き
る
か
は
ま
だ

不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

渋
滞
税
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

60
丁
目
以
南
に
入
る
車
両
に
１

日
１
回
徴
収
さ
れ
る
。
料
金
は

ピ
ー
ク
（
平
日
午
前
５
時
か
ら

午
後
９
時
、
土
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
）
と
そ
れ
以
外
の

オ
フ
ピ
ー
ク
の
時
間
帯
で
は
違

う
。
一
般
乗
用
車
は
ピ
ー
ク
が

15
ド
ル
で
オ
フ
ピ
ー
ク
は
３
ド

ル
75
セ
ン
ト
。
オ
ー
ト
バ
イ
は

７
ド
ル
50
セ
ン
ト
で
オ
フ
が
１

ド
ル
75
セ
ン
ト
、
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
は
24
ド
ル
〜
36
ド
ル
で
、

オ
フ
は
６
ド
ル
〜
９
ド
ル
。
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ハ
イ
ウ
エ
ー
、

Ｆ
Ｄ
Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
、
バ
ッ
テ
リ

ー
パ
ー
ク
地
下
道
を
通
過
す
る

車
に
は
徴
収
さ
れ
な
い
。
ま
た

リ
ン
カ
ー
ン
ト
ン
ネ
ル
な
ど
ト

ン
ネ
ル
を
使
用
し
て
入
る
と
、

乗
用
車
で
あ
れ
ば
５
ド
ル
、
オ

ー
ト
バ
イ
で
２
ド
ル
50
セ
ン

ト
、
小
型
の
ト
ラ
ッ
ク
・
貸
切

バ
ス
で
12
ド
ル
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
・
観
光
バ
ス
で
20
ド
ル
が
ク

ロ
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
る
割
引

措
置
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
最
大

で
。
夜
間
を
除
く
）。
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
居
住
者
、
低
所
得
者
、

障
害
者
な
ど
は
居
住
者
向
け
低

所
得
税
額
控
除
お
よ
び
低
所
得

者
割
引
が
申
請
で
き
る
。
渋
滞

税
が
適
用
さ
れ
な
い
の
は
緊
急

車
両
、
障
害
者
輸
送
車
両
、
市

教
育
省
と
契
約
し
て
い
る
ス
ク

ー
ル
バ
ス
、
政
府
特
殊
車
両
な

ど
。

　

都
市
交
通
改
善
を
目
的
に
す

る
市
民
団
体
ラ
イ
ダ
ー
ズ
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
の
ダ
ニ
ー
・
パ
ー

ル
ス
タ
イ
ン
広
報
担
当
は
「
裁

判
所
に
よ
る
土
壇
場
の
介
入
が

な
け
れ
ば
６
月
30
日
に
は
渋
滞

料
金
設
定
が
現
実
と
な
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。「
す
べ
て
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
、
通
勤
者
、

訪
問
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ

り
、よ
り
良
い
公
共
交
通
機
関
、

よ
り
き
れ
い
な
空
気
、
よ
り
自

由
な
交
通
を
も
た
ら
す
」
と
歓

迎
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
渋
滞

税
の
導
入
に
よ
り
年
間
10
億
ド

ル
の
収
入
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
れ
を
１
５
０
億
ド
ル
相
当
の

債
券
の
販
売
に
充
て
て
資
金
を

調
達
し
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
信

号
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
新
規

車
両
購
入
、
地
下
鉄
駅
利
用
の

拡
大
を
図
る
計
画
だ
。

渋
滞
税
Ｎ
Ｙ
で

６
月
30
日
か
ら

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
60
丁
目
以
南
に
入
る
車
両
に
課
金

v
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ひとクラス上の快適を実感
日本航空の新型機「エアバスＡ３５０-１０００」

Ｎ
Ｙ
ー
羽
田
線
・
搭
乗
体
験
記
【
前
編
】

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
今
年
１
月
24
日
、
国
際
線
の
新
型
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０-

１
０
０
０
型
機
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
羽
田
線

（
Ｊ
Ｌ
０
０
５
／
０
０
６
便
）
へ
の
就
航
を
開
始
し
た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
か
ら
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
ま
で
全
て
の
ク
ラ
ス
で
、「
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
ス
ペ
ー
ス
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
長
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
楽
し
め
た
」
と
評
判
の
新
型
機
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
は
じ

め
全
て
が
新
し
く
な
っ
た
機
材
に
、
３
月
末
か
ら
４
月
頭
の
休
刊
週
を
利
用
し
て
搭
乗
し
一
時
帰
国
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

快
適
・
感
動
の
体
験
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
往
路
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
↓
羽
田
）
の
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
か
ら
。

【
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
】

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
を
保
ち

快
適
に
過
ご
せ
る
新
シ
ー
ト

出
発
の
前
に

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

お
楽
し
み
・
機
内
食

充
実
の
機
内

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

　

は
じ
め
に
伝
え
て
お
く
と
、

新
シ
ー
ト
や
周
り
の
環
境
は
大

変
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
お
り
、

正
直
な
感
想
は
「
え
？
こ
ん
な

に
凄
い
の
に
、
本
当
に
プ
レ
ミ

ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
？
」
と
思
う

　

現
在
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
で
日
本
航

空
が
使
用
し
て
い
る
の
は
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
８
。
同
じ
「
ワ
ン
ワ

ー
ル
ド
」
加
盟
航
空
会
社
で
コ

ー
ド
シ
ェ
ア
も
し
て
い
る
ア
メ

リ
カ
ン
航
空
が
使
用
す
る
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
の
で
、
米
国
内
線
と

の
乗
り
継
ぎ
な
ど
も
楽
に
な
っ

た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
の
同
社

カ
ウ
ン
タ
ー
は
手
際
よ
く
手
続

き
と
手
荷
物
預
か
り
を
し
て
く

れ
た
が
、
空
港
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
チ
ェ
ッ
ク
は
Ｊ
Ｌ
０
０
５
便

が
出
発
す
る
昼
の
時
間
は
日
に

よ
っ
て
は
混
み
あ
う
ら
し
く
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
、
通
過
す

る
ま
で
か
な
り
時
間
が
か
か
っ

た
の
で
、
早
め
に
空
港
に
着
い

た
方
が
良
い
と
感
じ
た
。
た

だ
、
同
便
が
主
に
使
用
し
て
い

る
出
発
ゲ
ー
ト
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
出
て
右
に
曲
が
っ
て
す

ぐ
な
の
で
、
こ
の
移
動
は
大
変

楽
だ
っ
た
。
但
し
、
日
に
よ
っ

て
出
発
ゲ
ー
ト
は
異
な
り
遠
く

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
空
港

に
は
早
め
に
着
く
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア

　

機
内
の
過
ご
し
方
と
し
て
、

「
お
酒
を
ガ
―
っ
と
飲
ん
で
、

食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
、
あ
と
は

ひ
た
す
ら
眠
り
た
い
」
と
い
う

人
は
、
前
述
の
快
適
な
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
で
ゆ
っ
く
り

休
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
私
の

よ
う
に
「
就
寝
よ
り
、
機
内
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
楽
し
み

た
い
」
と
い
う
人
に
も
朗
報

だ
。
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
従

来
比
１
・
３
倍
の
、
16
イ
ン
チ

４
Ｋ
大
画
面
モ
ニ
タ
ー
が
ま
ず

凄
い
。
私
が
座
っ
た
１
列
目
は

モ
ニ
タ
ー
が
手
が
届
か
な
い
前

方
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
リ

モ
コ
ン
操
作
を
し
な
い
と
い
け

な
く
て
、
こ
の
リ
モ
コ
ン
が
慣

れ
る
ま
で
ち
ょ
っ
と
苦
労
し
た

が
、
２
列
目
以
降
の
席
の
場
合

　

Ｊ
Ｌ
０
０
５
便
の
機
内
食
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
は
基
本
的
に
２
回
。
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
る
。
１
食
目
は
メ
イ
ン

を
選
択
で
き
る
プ
レ
ー
ト
で
、
私
は
生
姜
風
味
の
タ
レ

が
効
い
た
チ
キ
ン
と
ラ
イ
ス
、
前
菜
３
種
、
味
噌
汁
と

フ
ル
ー
ツ
の
プ
レ
ー
ト
を
試
し
た
。
食
後
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
配
ら
れ
た
り
、
旅
程
の
中
頃
に
は
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
マ
フ
ィ
ン
も
配
ら
れ
た
。
２
食
目
は
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
な
ど
の
軽
食
が
提
供
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
プ
レ

ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
特
典
と
し
て
、
焼
酎
や

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
な
ど
の
限
定
ド
リ
ン
ク
を
注

文
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
腹
が
空
い
た
人
は
通
常
の
機

内
食
に
加
え
カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
間
食
を
注
文
す
る
こ
と

も
可
能
だ
。
ま
た
、
日
本
発
の
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
で
は
、
事
前
予
約
制
で
こ
だ
わ
り
メ
ニ
ュ
ー

の
有
料
機
内
食
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
だ
。

ほ
ど
驚
き
の
進
化
を
遂
げ
て
い

た
。

　

ま
ず
、
２
、４
、２
の
配
列
の

新
シ
ー
ト
は
、
隣
の
席
と
の
幅

も
余
裕
が
あ
り
、
横
の
人
と
腕

が
当
た
っ
た
り
と
い
う
窮
屈
さ

ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
を
予
約

し
た
人
は
「Admirals Club 

Lounge

」
も
利
用
で
き
る
の

で
、
空
港
に
余
裕
を
持
っ
て
到

着
し
て
ラ
ウ
ン
ジ
で
出
発
前
の

ひ
と
時
を
過
ご
す
の
も
良
い
だ

ろ
う
。

　

新
型
機
の
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
は
、
乗
客
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
長

時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
ゆ
っ
た
り

快
適
に
過
ご
せ
る
の
が
魅
力
。

私
も
13
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
を

長
い
と
感
じ
な
か
っ
た
の
で
、

是
非
お
勧
め
し
た
い
。
な
お
、

最
後
に
お
伝
え
す
る
が
、
新
型

機
の
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
は
、
従
来
の
機
材
か
ら

16
席
減
ら
し
て
全
24
席
の
み
と

な
っ
た
た
め
、
席
を
確
保
す
る

た
め
の
競
争
率
は
高
く
な
っ
た

よ
う
な
の
で
、
早
目
の
予
約
を

お
勧
め
す
る
。
次
回
の【
後
編
】

で
は
、
復
路
の
感
動
の
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
体
験
を
お
伝
え
し
ま

す
。（
本
紙
・
久
松　

茂
／
写

真
も
）

は
、
モ
ニ
タ
ー
に
手
が
届
く
の

で
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡
単
に
操

作
で
き
る
。
月
毎
に
替
わ
る
最

新
映
画
に
加
え
て
過
去
の
名
画

も
含
め
た
映
画
の
選
択
肢
も
豊

富
で
、
私
は
往
路
、
邦
画
３
本

と
洋
画
１
本
を
観
た
。
音
声

も
、
貸
与
さ
れ
る
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

を
繋
い
で
も
良
い
が
、
自
身

が
一
切
な
い
。
ま
た
、
一
番
の

特
長
と
し
て
、
同
ク
ラ
ス
と
し

て
初
の
開
閉
可
能
な
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を

あ
げ
た
い
。
家
族
や
友
人
と
旅

行
し
て
い
る
人
は
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
を
出
さ
な
け
れ
ば
普
通
に

顔
を
見
て
会
話
で
き
る
し
、
私

の
よ
う
に
一
人
旅
で
隣
席
の
知

ら
な
い
人
と
は
極
力
関
わ
ら
ず

に
自
分
の
時
間
を
大
切
に
し
た

い
人
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

展
開
す
る
こ
と
で
隣
席
の
人
の

手
や
足
は
見
え
る
も
の
の
顔
は

一
切
見
え
な
く
な
る
。
そ
れ
だ

け
で
も
周
囲
に
気
兼
ね
な
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
性
が
一
気
に
向
上
し
た
。

　

次
の
特
長
は
、
ゆ
っ
た
り
で

き
る
空
間
だ
。
シ
ー
ト
ピ
ッ
チ

約
１
０
７
セ
ン
チ
（
42
イ
ン

チ
）
の
足
元
空
間
に
は
余
裕
が

あ
り
、
も
し
自
分
が
通
路
側
だ

っ
た
場
合
も
、
隣
席
の
人
が
ト

イ
レ
に
行
く
度
に
立
ち
上
が
っ

て
通
し
て
あ
げ
る
必
要
が
な

い
。
ま
た
、
同
ク
ラ
ス
の
シ
ー

ト
で
は
世
界
初
と
な
る
、
電
動

で
自
分
の
好
き
な
位
置
に
調
節

で
き
る
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能

は
結
構
な
角
度
ま
で
倒
せ
る
の

で
、
フ
ラ
イ
ト
中
は
ゆ
っ
く
り

寝
た
い
派
の
人
も
満
足
で
き

る
。
ま
た
、
シ
ー
ト
自
体
が
後

ろ
に
倒
れ
る
も
の
で
は
な
く
、 Fixed Back

構
造
で
前
に
ス
ラ

イ
ド
す
る
タ
イ
プ
な
の
で
後
席

の
人
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
好

き
な
だ
け
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
出

来
る
の
も
ス
ト
レ
ス
が
な
く
嬉

し
い
。
そ
し
て
、
レ
ッ
グ
レ
ス

ト
部
分
も
水
平
位
置
ま
で
上
げ

る
事
が
出
来
る
の
で
、
あ
ぐ
ら

を
か
い
た
り
太
も
も
を
上
げ
た

り
す
る
こ
と
も
可
能
。
私
は
今

回
、
幸
運
に
も
前
部
に
何
も
な

い
１
列
目
に
座
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
レ
ッ
グ
レ
ス
ト
を
水

平
に
し
て
そ
の
ま
ま
足
を
前
方

に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
カ
ウ

チ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
な

尾翼カメラのライブ映像

16インチ４Kモニター

プ
レ
エ
コ
で
は
世
界
初
電

動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

カ
ク
テ
ル
ト
レ
イ

Ｐ
Ｃ
も
置
け
る
大
型
テ
ー
ブ
ル

水平になるレッグレストでリラックス

パーテーション展開でプライベート感を確保

快適な新シート

の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を

Bluetooth®

で
接
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
と
て
も
便
利
だ
。

　

あ
と
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
を
使

っ
て
、
食
べ
物
や
飲
み
物
の
注

文
も
で
き
る
し
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

も
で
き
る
ほ
か
、
こ
の
新
型
機

な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
と
し

て
、
機
首
下
部
と
尾
翼
上
部
に

備
え
付
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら

の
ラ
イ
ブ
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
着

陸
30
分
前
ぐ
ら
い
か
ら
下
降
を

続
け
て
街
の
景
色
が
見
え
て
き

た
り
、タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
の
瞬
間
、

そ
し
て
滑
走
路
を
走
る
と
こ
ろ

な
ど
は
、
な
か
な
か
の
迫
力
な

の
で
是
非
見
て
欲
し
い
。

感
覚
で
過
ご
せ
た
の
で
更
に
快

適
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
開
閉
式
の
テ
ー

ブ
ル
も
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
置

け
る
大
型
サ
イ
ズ
だ
し
、
Ｐ
Ｃ

／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
電
源
設
備
も
あ
る
の

で
、
フ
ラ
イ
ト
中
に
仕
事
を
し

た
い
場
合
も
や
り
や
す
い
。
そ

れ
と
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
耳
栓
、

歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト
、
保
湿
マ
ス

ク
が
入
っ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ッ

ト
や
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
も
付
い

て
く
る
の
で
、
靴
を
脱
い
で
く

つ
ろ
ぎ
、
自
宅
に
い
る
よ
う
な

感
覚
で
好
み
に
合
っ
た
過
ご
し

方
が
出
来
る
の
も
最
高
だ
。
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来
年
開
講
か
ら
20
周
年
を
迎

え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ

バ
レ
エ
（
針
山
真
実
主
宰
）
で

は
２
０
２
４
年
９
月
よ
り
こ
れ

ま
で
同
様
の
通
常
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
ジ
ュ
ニ
ア
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
設
す
る
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、バ
レ
エ
を
も
っ
と
追
求
し
、

更
な
る
上
達
を
目
指
し
た
い
生

徒
、
プ
ロ
に
な
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
深
く
熱
心
に
バ
レ
エ

を
学
び
た
い
９
歳
以
上
の
子
供

た
ち
を
募
集
し
て
い
る
。

　

年
齢
に
応
じ
て
週
に
4
回

以
上
の
バ
レ
エ
ク
ラ
ス
の
ほ

か
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ク
ラ

ス
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
受

け
上
達
を
目
指
し
、
集
中
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

制
で
意
欲
と
技
術
が
認
め
ら
れ

る
場
合
は
授
業
料
の
ス
カ
ラ
シ

ッ
プ
も
受
け
ら
れ
る
。
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルContact@
nydanceart.com

針
山
さ
ん
。

ハリヤマバレエ
来年開講20周年
9月生の募集を開始

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
を
卵
と
と

も
炒
め
、
塩
、
胡
椒
だ
け
で
も

お
い
し
い
も
の
で
す
が
、
フ
ィ

ッ
シ
ュ
ソ
ー
ス
を
加
え
た
ア
ジ

ア
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
い
た
だ

く
の
も
ま
た
、
お
い
し
い
も
の

で
す
。

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
残
り
ま
し

た
ら
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
保
管

し
、
野
菜
サ
ラ
ダ
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
に
お
使
い
く
だ
さ

い
。

材料

アスパラ .......... 1束　　　
卵 .....................２個

アジアンドレッシング

水 ..........１００ｃｃ　
フィッシュソース 小１
砂糖 ......小１から２　
米酢 .................大２　　　
みりん .........40ｃｃ　
チリソース .......小１　
塩 .....................少々

ア
ス
パ
ラ
と
卵
の
ア
ジ
ア
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

作
り
方

１
．
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
少
々
入
れ
て
ア
ス
パ
ラ

を
し
ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め
、

卵
を
加
え
て
手
早
く
混
ぜ
る
。

２
．
①
を
皿
に
盛
り
、
ア
ジ
ア

ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
食
べ
る
直

前
に
好
み
の
量
を
か
け
る
。

https://www.nipponclub.org/
https://minglesoho-ny.com/
https://www.instagram.com/hi_collar/
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://neuroacuny.com/
https://e-kaigo.net/
mailto:Contact@nydanceart.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
北
、
ハ
ー

レ
ム
に
隣
接
し
て
い
る
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

か
ね
て
よ
り
ガ
ザ
問
題
に
お
け

る
両
派
が
対
立
す
る
中
で
、
学

生
の
デ
モ
が
激
化
し
て
い
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
の
激

化
、
と
り
わ
け
ラ
フ
ァ
攻
撃
が

逼
迫
す
る
中
で
攻
撃
へ
の
反
対

派
の
活
動
が
活
発
化
。
こ
れ
に

対
抗
し
て
、
大
学
側
は
キ
ャ
ン

パ
ス
を
占
拠
し
た
学
生

を
処
分
す
る
と
と
も

に
、
警
察
力
を
導
入
し

多
く
の
逮
捕
者
を
出
し

た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ

る
が
、
同
大
学
の
Ｏ
Ｂ

で
あ
る
筆
者
に
は
特
に

驚
き
は
な
か
っ
た
。
大
学
院
の

Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
を
除
外
す
れ

ば
、
姉
妹
校
で
あ
る
女
子
大
の

バ
ー
ナ
ー
ド
大
学
を
含
め
て
、

こ
の
大
学
に
は
リ
ベ
ラ
ル
な
学

風
が
根
強
い
か
ら
で
あ
る
。
昨

年
、
日
本
で
ヒ
ッ
ト
し
た
ド
ラ

マ
「VIVANT

」
で
堺
雅
人
さ

ん
の
演
じ
た
主
人
公
は
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
に
留
学
し
て
い
た
と
い

う
設
定
に
な
っ
て
い
た
。
ド
ラ

マ
の
中
で
は
、
９
１
１
テ
ロ
に

触
発
さ
れ
た
多
く
の
学
友
が
兵

役
に
志
願
し
た
の
に
刺
激
を
受

け
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。
だ
が
、
こ
の
挿
話
は
本

学
の
学
風
を
考
え
る
と
違
和
感

が
あ
る
。
反
対
に
、
今
回
の
活

発
な
デ
モ
の
動
き
に
は
『
い
ち

ご
白
書
』
以
来
の
伝
統
の
延
長

を
感
じ
る
の
は
事
実
だ
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
気
に
な

る
点
も
多
い
。
ま
ず
学
生
た
ち

の
扮
装
で
あ
る
が
、
パ
レ
ス
チ

ナ
国
旗
を
掲
げ
、
白
黒
チ
ェ
ッ

ク
の
バ
ン
ダ
ナ
を
身
に
ま
と
う

の
は
、
や
や
行
き
過
ぎ
と
思

う
。
少
な
く
と
も
20
世
紀
後
半

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
や
Ｐ
Ｆ
Ｌ

Ｐ
が
武
闘
路
線
を
取
っ
て
い
た

時
代
を
想
起
さ
せ
る
ル
ッ
ク
ス

で
あ
り
、
暴
力
の
記
憶
が
纏

わ
り
つ
い
て
い
る
の
は
否
定

で
き
な
い
か
ら
だ
。
確
か
に

３
万
４
０
０
０
と
い
う
民
間
人

犠
牲
に
憤
慨
し
、
即
時
停
戦
を

求
め
て
の
行
動
に
は
一
理
あ
る

が
、
こ
れ
で
は
対
立
を
煽
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
も
反
論
は
難

し
い
。

　

一
方
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持

の
側
が
、反
戦
運
動
の
側
を「
反

ユ
ダ
ヤ
（
ア
ン
チ
・
セ
ミ
テ
ィ

ズ
ム
）」
と
い
う
言
い
方
で
決

め
つ
け
る
の
も
困
っ
た
も
の

だ
。
こ
の
言
葉
は
、
20
世
紀
前

半
ま
で
欧
州
と
ロ
シ
ア
に
あ
っ

た
ユ
ダ
ヤ
系
へ
の
根
深
い
差
別

を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
従

っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
に
伴

う
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
を
巡
る
争

い
に
こ
れ
を
適
用
す
る
の
は
、

誤
解
を
招
く
し
卑
怯
で
あ
る
。

言
葉
の
拡
大
解
釈
は
続
い
て
お

り
、「
即
時
停
戦
」
を
言
っ
た

だ
け
で
そ
れ
が
反
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
だ
と
い
う

言
論
も
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。

ハ
マ
ス
が
拘
束
し
て
い
る
人
質

の
生
命
を
軽
視
し
て
い
る
か
ら

ヘ
イ
ト
だ
と
い
う
の
だ
が
、
そ

こ
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
「
こ
の

よ
う
な
事
態
」
を
予
測
し
て
拘

束
し
て
い
る
千
人
を
超
え
る
パ

レ
ス
チ
ナ
政
治
犯
と
い
う
「
人

質
」
の
存
在
が
無
視
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
舌
戦

が
劣
化
し
つ
つ
激
化
し
て
い
る

の
は
問
題
だ
。

　

更
に
問
題
な
の
は
、
今
回
の

対
立
劇
を
政
治
利
用
す
る
動
き

で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
も
そ

う
だ
が
学
園
の
自
治
を
侵
犯
す

る
か
の
よ
う
な
、
政
治
の
介
入

が
ひ
ど
す
ぎ
る
。
例
え
ば
、
同

じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
選
出
で

あ
る
共
和
党
の
エ
リ
ス
・
ス
テ

フ
ァ
ニ
ク
議
員
な
ど
は
、
反
戦

運
動
へ
の
取
り
締
ま
り
が
甘
い

と
し
て
、
各
大
学
の
学
長
人
事

に
介
入
し
続
け
て
い
る
。
保
守

系
の
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
い
う
意
図
が
露
骨
で
あ

り
、
そ
れ
が
更
に
対
立
を
煽
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く

共
和
党
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
下
院
議

長
も
同
様
だ
。
問
題
の
渦
中
で

あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
乗
り
込
ん
で
い
っ

て
、
学
長
の
取
り
締
ま
り
不
行

き
届
き
を
責
め
立
て
る
な
ど
、

完
全
に
学
問
の
自
由
へ
の
介
入

で
あ
る
。
日
本
で
言
え
ば
、
戦

前
の
平
賀
粛
学
に
際
し
て
、
東

大
の
河
合
栄
治
郎
が
追
放
さ
れ

た
事
件
並
み
の
暴
虐
だ
。

　

こ
の
問
題
だ
が
、
解
決
の
道

筋
を
描
く
こ
と
は
可
能
だ
。
ハ

マ
ス
が
監
禁
し
て
い
る
昨
年
10

月
に
誘
拐
し
た
人
質
を
全
面
的

に
解
放
す
る
の
は
当
然
だ
。
そ

し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
確
保
し

て
い
る
千
人
を
超
え
る
パ
レ
ス

チ
ナ
人
の
政
治
犯
を
解
放
す
る

の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
ハ
マ
ス
の
武
闘
路
線
を
指
導

し
て
、
昨
年
10
月
の
奇
襲
テ
ロ

に
関
与
し
た
人
物
、
あ
る
い
は

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
民
間
人

殺
戮
を
承
知
で
ハ
マ
ス
掃
討
を

遂
行
し
た
人
物
は
、
双
方
と
も

に
国
連
が
主
導
し
て
特
別
法
廷

で
裁
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
上
で
ガ
ザ
の
自
治
に
は
武
闘

路
線
を
放
棄
し
た
グ
ル
ー
プ
を

据
え
て
、
国
際
的
な
枠
組
み
で

復
興
支
援
を
行
う
こ
と
も
必
要

だ
。

　

残
念
な
が
ら
、
問
題
の
当
事

国
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国

に
は
こ
の
よ
う
な
「
当
然
の
解

決
案
」
を
自
分
た
ち
で
選
択
す

る
能
力
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を

前
提
に
、
日
本
は
欧
州
と
連
携

し
国
連
を
支
え
て
動
く
べ
き
だ

ろ
う
。
日
本
の
外
交
は
、
こ
の

問
題
に
関
し
て
は
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
双
方
を
仲
介

で
き
る
だ
け
の
信
用
は
確
保
し

て
い
る
は
ず
だ
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の

各
大
学
に
お
け
る
動
き
は
、
ア

メ
リ
カ
社
会
が「
９
１
１
テ
ロ
」

を
完
全
に
過
去
の
も
の
に
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い
方

を
変
え
る
の
な
ら
ば
、「
９
１
１

テ
ロ
」
を
知
ら
な
い
世
代
が
大

学
生
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
時
の
流

れ
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
新
た

な
世
代
が
社
会
の

主
な
舞
台
に
上
が

り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
チ
ャ
ー

チ
ル
が
言
っ
た
と
い
う
（
諸
説

あ
る
が
）「
20
代
で
リ
ベ
ラ
ル

で
な
け
れ
ば
情
熱
が
足
り
な

い
。
40
代
で
保
守
で
な
け
れ
ば

思
慮
が
足
り
な
い
」
と
い
う
格

言
を
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
現

在
、
や
や
過
剰
で
あ
る
と
は
い

え
、
こ
の
よ
う
な
情
熱
を
持

ち
、
20
年
後
に
は
思
慮
を
持
つ

で
あ
ろ
う
新
し
い
世
代
が
、
再

び
分
厚
い
人
口
の
層
と
し
て
登

場
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ド
ー

ハ
で
行
わ
れ
た
と
い
う
和
平
交

渉
（
な
ぜ
か
ア
メ
リ
カ
で
は
大

き
く
報
道
さ
れ
て
い
な
い
）
の

行
方
を
見
守
り
た
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

ガ
ザ
攻
撃
反
対
の
学
生
運
動
を

ど
う
考
え
る
か
？

　

近
い
将
来
、
ア

メ
リ
カ
の
経
済
の

中
心
と
な
る
Ｚ
世

代
。
１
９
９
０

年
代
半
ば
か
ら

２
０
０
０
年
代
前

半
生
ま
れ
の
同
世

代
は
、
特
に
消
費

者
向
け
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
潜

在
顧
客
と
な
る
。

そ
れ
に
関
連
し

て
、
彼
ら
の
日
常
に
お
け
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
や
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
彼
ら
と

繋
が
り
、
時
に
は
商
品
の
購

買
決
定
を
後
押
し
す
る
こ
と

も
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。

そ
ん
な
中
、
先
日
、Sprout 

Social

と
い
う
企
業
が
米
国

な
ら
び
に
英
国
在
住
の
Ｚ
世

代
２
０
０
０
人
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
興

味
深
い
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。
同
世
代
に
と
っ
て
、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
は
現
存

す
る
人
間
で
も
Ａ
Ｉ
生
成
さ
れ

た
も
の
で
も
、
ど
ち
ら
で
も
構

わ
な
い
と
い
う
の
だ
。
元
来
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
数
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

を
有
し
、
自
分
と
繋
が
っ
て
い

る
人
達
に
対
し
て
自
ら
の
言
動

が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ「
人
」

の
こ
と
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
近

年
、
Ａ
Ｉ
で
生
成
さ
れ
た
、
一

目
で
は
本
物
の
人
間
と
見
分
け

が
つ
か
な
い
よ
う
な
容
姿
端
麗

な
男
女
が
イ
ン
ス
タ
な
ど
に
登

場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
、
既
に
多
く
の
フ

ォ
ロ
ワ
ー
を
有
し
て
い
る
も
の

も
少
な
く
な
い
。
Ａ
Ｉ
で
作
ら

れ
た
「
人
」
を
「
フ
ォ

ロ
ー
」
し
、
そ
の
発
言

か
ら
「
影
響
」
を
受
け

る
。
何
だ
か
変
な
話
だ

が
、
Ｚ
世
代
は
相
手
が

本
物
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気

に
か
け
な
い
よ
う
だ
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と

提
携
し
て
い
る
ブ
ラ
ン

ド
に
関
す
る
一
般
的
な

意
見
は
本
物
、
Ａ
Ｉ
に

関
わ
ら
ず
好
き
嫌
い
が

様
々
だ
が
、
Ｚ
世
代
だ

け
に
限
っ
て
言
え
ば
、

回
答
者
の 

46
％ 

が
Ａ

Ｉ 

で
生
成
さ
れ
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
協

力
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に
よ

り
興
味
が
あ
る
と
答
え

て
お
り
、
そ
の
数
字
は

突
出
し
て
い
る
。
こ
の

傾
向
が
更
に
強
ま
っ
て

い
け
ば
、
広
告
企
業
は

い
ず
れ
人
に
頼
る
こ
と

は
や
め
、
Ａ
Ｉ
で
よ
り

魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
を
想

像
し
、
そ
れ
を
中
心
に

し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
軸
足
を
移

す
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
時

に
は
年
間
で
億
単
位
を
稼

ぎ
出
す
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
達
だ
が
、
そ
の
賞
味
期

限
が
切
れ
て
し
ま
う
の

は
、
そ
う
遠
い
日
で
は
無

い
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

人間も AI も大差なし？ Z 世代に影響を与えるインフルエンサーの姿

独
立
記
念
日

花
火
今
年
は

ハ
ド
ソ
ン
川
で
打
ち
あ
げ

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

老
舗
百
貨
店
メ
イ
シ
ー
ズ

は
、
47
回
目
と
な
る
今
年
の
米

国
独
立
記
念
日
（
７
月
４
日
）

の
花
火
は
、
10
年
ぶ
り
に
ハ
ド

ソ
ン
川
で
開
催
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

　

独
立
記
念
日
の
花
火
は
英
国

人
探
検
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ド
ソ

ン
の
到
達
４
０
０
周
年
を
記
念

し
た
２
０
０
９
年
以
降
５
年
間

ハ
ド
ソ
ン
川
で
開
催
さ
れ
た

が
、
14
年
に
イ
ー
ス
ト
・
リ
バ

ー
に
移
行
し
た
。
花
火
は
ハ
ド

ソ
ン
川
の
複
数
個
所
に
配
置
し

た
艀
か
ら
打
ち
上
げ
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
西
14
〜
34
丁
目
、
そ

し
て
今
年
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
か
ら
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。総
指
揮
を
務
め
る
ウ
ィ
ル
・

コ
ス
氏
は
声
明
で「
国
旗
の
赤
、

青
、
白
、
光
と
サ
ウ
ン
ド
、
そ

し
て
昨
年
の
ド
ロ
ー
ン
の
演
出

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
感
動
的
な

シ
ョ
ー
を
展
開
す
る
」
と
伝
え

て
い
る
。

　

ま
た
フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー

Ｎ
Ｊ
州
知
事
は
「
ハ
ド
ソ
ン
川

向
こ
う
側
の
隣
人
た
ち
が
企
画

す
る
花
火
で
、
独
立
記
念
日
を

祝
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

誇
り
に
思
う
」
と
話
し
て
い

る
。
打
ち
上
げ
は
午
後
８
時
か

ら
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
は
全
国
で
生
中

継
す
る
。
そ
の
ほ
か
同
花
火
大

会
の
情
報
は
、
順
次https://

www.macys.com/

で
更
新
さ

れ
る
。

Four Seasons of Children: Spring/Summer © 1939 Shochiku Co., Ltd.

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
映
画
部
と
映
像
博
物

館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ｉ
）
は
4
日
か
ら

6
月
1
日
ま
で
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
日
の
当
た
る
こ
と
の
な
か

っ
た
日
本
映
画
の
巨
匠
、
清
水

宏
監
督
の
回
顧
上
映
を
実
施
し

て
い
る
。
合
計
27
作
品
に
も
上

る
こ
の
大
規
模
上
映
会
は
、
2

部
構
成
に
分
け
て
上
映
さ
れ
、

「
第
１
部
・
松
竹
時
代
」
を
Ｍ

ｏ
Ｍ
Ｉ
に
て
開
催
、「
第
二
部
・

戦
後
と
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

時
代
」
を
Ｊ
Ｓ
で
開
催
す
る
。

Ｊ
Ｓ
、
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ｉ
、
国
立
映
画

ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
際
交
流
基
金

（
Ｎ
Ｙ
）
の
共
催
に
よ
り
実
現

し
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
北

米
で
は
実
に
30
年
ぶ
り
と
な
る

清
水
監
督
の
大
規
模
な
回
顧
上

映
で
あ
り
、
非
常
に
貴
重
な
保

存
用
35
ミ
リ
・
フ
ィ
ル
ム
を
日

本
か
ら
取
り
寄
せ
る
ほ
か
、
英

語
字
幕
を
こ
の
上
映
会
の
た
め

に
制
作
す
る
な
ど
、
特
別
な
上

映
会
と
な
っ
て
い
る
。

 　
親
友
の
小
津
安
二
郎
と
同

じ
年
に
生
ま
れ
た
清
水
は
、
山

中
貞
雄
や
溝
口
健
二
ら
同
世
代

の
監
督
達
か
ら
は
賞
賛
さ
れ
な

が
ら
も
、
先
鋭
的
な
精
神
と
豊

か
な
才
能
を
世
の
中
か
ら
は
評

価
さ
れ
な
か
っ
た
日
本
映
画
の

巨
匠
の
ひ
と
り
だ
。
サ
イ
レ
ン

ト
時
代
か
ら
日
本
映
画
の
黄
金

期
ま
で
、
35
年
を
越
え
る
キ
ャ

リ
ア
の
中
、
１
６
０
本
以
上
の

作
品
を
監
督
し
た
清
水
の
作
品

の
特
徴
は
、
緩
や
か
な
ス
ケ
ッ

チ
と
自
由
な
発
想
か
ら
な
る
プ

ロ
ッ
ト
に
対
す
る
型
破
り
な
ア

プ
ロ
ー
チ
、
そ
し
て
田
舎
の
広

大
な
空
気
を
巧
み
に
映
し
出
す

カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
に
あ
る
。

 　
清
水
宏
監
督
作
品
シ
リ
ー

ズ
「
第
2
部
・
戦
後
と
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
時
代
」
で

は
、
松
竹
を
退
社
後
、
自
主
制

作
映
画
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
作
品
、
新
東
宝
や
大
映
で
の

作
品
な
ど
、
新
た
な
道
を
歩
み

始
め
た
清
水
の
キ
ャ
リ
ア
を
追

う
。
清
水
の
戦
後
の
フ
ィ
ル
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
日
常
で
の
悲

劇
、
戦
後
の
愛
と
喪
失
の
繊
細

な
感
情
、
そ
し
て
母
親
の
苦

難
か
ら
障
害
者
の
孤
立
ま
で
、

人
々
に
降
り
か
か
る
苦
痛
を
詰

め
込
ん
で
い
る
。
時
代
の
変
化

の
渦
中
の
日
本
を
捉
え
た
こ
れ

ら
の
映
画
は
、
よ
り
ど
こ
ろ
の

な
い
人
々
の
生
活
に
焦
点
を
当

て
な
が
ら
、
集
団
的
な
苦
悩
、

そ
し
て
希
望
と
い
う
テ
ー
マ
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
ら
を
団

結
さ
せ
よ
う
と
奮
い
立
た
せ
る

姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。
チ

ケ
ッ
ト
料
金
は
一
般
16
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
12
ド
ル
。
詳
細
は

japansociety.org/

清水宏監督
27作品回顧上映
ジャパン・ソサエティー
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Ｎ
Ｙ
市
長
室
気
候
環
境
正
義

部
と
、
地
元
の
環
境
影
響
を
分

析
す
る
独
立
政
府
委
員
会
Ｎ
Ｙ

市
気
候
変
動
パ
ネ
ル
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
４

年
度
の
報
告
書
を
公
表
し
、
今

後
の
Ｎ
Ｙ
市
の
気
候
に
関
し
、

気
温
は
例
年
平
均
よ
り
も
高

く
、
全
体
的
に
降
雨
の
日
が
続

く
と
伝
え
た
。

　

気
温
に
関
し
て
は
、
今
後
50

年
間
ほ
ど
は
華
氏
２
〜
４
・
７

度
高
く
な
り
、
30
年
代
に
か
け

て
海
面
の
高
さ
は
０
・
５
〜
１

フ
ィ
ー
ト
以
上
上
昇
、
雨
量
は

10
％
ま
で
増
加
す
る
。

　

米
国
立
気
象
局
に
よ
る
と
、

20
〜
23
年
当
時
、
同
市
で
は
７

月
が
最
も
気
温
が
高
い
月
だ
っ

た
が
、
昨
年
は
、
６
月
の
平
均

気
温
は
70
度
（
摂
氏
21
度
）、

８
月
の
平
均
気
温
は
75
度
（
同

24
度
）
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

Ｎ
Ｙ
今
年
の
天
候
発
表

気温高く雨多し
NY市長室が公表

　
「
ブ
リ
キ
の
兵
隊
と
ニ
ク
ソ

ン
が
や
っ
て
き
て
」
で
始
ま
り

「
オ
ハ
イ
オ
で
４
人
が
死
ん
だ
」

で
終
わ
る
ニ
ー
ル
・
ヤ
ン
グ
の

『
オ
ハ
イ
オ
』
は
、
１
９
７
０

年
５
月
４
日
、
オ
ハ
イ
オ
の
名

門
ケ
ン
ト
州
立
大
学
で
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
集
会
の
学
生
た
ち
に
州

兵
が
発
砲
し
、
４
人
が
死
亡
し

た
暴
挙
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
２
年
前
の
68
年
に
は
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
も
反
戦
運
動
が

激
化
し
、そ
れ
は
青
春
映
画『
い

ち
ご
白
書
』（
70
年
）
で
描
か

れ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
と
ガ
ザ
の
違
い
は

あ
れ
ど
、
半
世
紀
以
上
前
と
同

じ
学
生
逮
捕
劇
が
今
、
そ
の
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
な
ど
全
米
百
近
い

大
学
で
再
現
中
で
す
。
欧
州
で

も
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
が
絶
対
タ
ブ

ー
な
ド
イ
ツ
で
す
ら
名
門
フ
ン

ボ
ル
ト
大
な
ど
で
、
英
国
は
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
で
も
テ
ン
ト
運

動
が
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
も
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
大
が
「
ガ
ザ
よ
、
ガ

ザ
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
は
あ
な
た
と

と
も
に
あ
る
」
と
い
う
学
生
た

ち
の
コ
ー
ル
が
響
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
ハ
マ
ス
奇
襲
に

端
を
発
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
ガ
ザ
徹
底
殲
滅
。
12
月
に
は

米
連
邦
下
院
教
育
労
働
委
が
大

学
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に

関
す
る
公
聴
会
を
開
き
、
ハ
ー

バ
ー
ド
と
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

の
両
学
長
は
「
学
生
の
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
を
黙
認
」と
し
て
辞
任
。

そ
の
経
緯
を
知
る
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
の
シ
ャ
フ
ィ
ク
学
長
は
先
月

の
公
聴
会
で
学
生
へ
の
強
硬
姿

勢
を
示
し
、
首
は
つ
な
が
っ
た

も
の
の
翌
日
に
警
官
を
投
入
し

て
今
回
の
こ
の
全
米
大
学
の
抗

議
の
火
に
油
を
注
い
だ
。

　

し
か
し
こ
れ
は
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
で
は
な
い
。
こ
れ
は
「
反
大

量
虐
殺
」「
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政

権
」
で
す
。
学
生
た
ち
の
要
求

は
明
ら
か
で
す
。
米
国
で
は

年
７
万
ド
ル
（
現
レ
ー
ト
で

１
千
万
円
）
も
珍
し
く
な
い
学

費
を
元
手
に
、
こ
の
10
年
ほ
ど

で
百
以
上
の
大
学
が
イ
ス
ラ

エ
ル
投
資
や
業
務
契
約
で
計

３
６
０
万
ド
ル
（
同
５
４
０
億

円
）
も
利
益
を
上
げ
て
い
ま

す
（
米
教
育
省
）。
ハ
ー
バ

ー
ド
大
は
５
年
前
の
時
点
で

「Booking.com

」
の
親
会
社

で
あ
る
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ズ
に
２
億
ド
ル
（
同

３
０
０
億
円
）
ほ
ど
を
投
資
。

同
社
は
国
連
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人

居
住
区
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
入
植

事
業
に
関
係
し
て
い
る
と
認
定

し
た
企
業
。
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）

は
こ
の
10
年
以
上
に
わ
た
り
ド

ロ
ー
ン
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
技
術

供
与
の
契
約
な
ど
で
イ
ス
ラ
エ

ル
国
防
省
か
ら
１
１
０
０
万
ド

ル
（
同
17
億
円
）
以
上
を
受
け

取
っ
て
い
る
。

　

学
生
側
は
自
分
た
ち
の
払
う

学
費
を
大
量
殺
人
や
入
植
事
業

に
使
わ
せ
る
な
と
軍
産
イ
ス

ラ
エ
ル
と
の
断
絶
を
要
求
し

て
い
る
。
し
か
し
バ
イ
デ
ン

大
統
領
も
長
年
の
政
治
家
生

活
で
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー

か
ら
計
４
４
０
万
ド
ル
（
同

６
億
６
千
万
円
）
も
の
献
金
を

受
け
て
き
ま
し
た
。「
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の
無
差
別

攻
撃
に
抗
議
す
る
若
者
た
ち
ｖ

ｓ
イ
ス
ラ
エ
ル
に
反
対
で
き
な

い
既
成
権
力
」
と
い
う
構
図
の

硬
直
。

　

11
月
の
大
統
領
選
が
こ
れ
で

さ
ら
に
予
測
不
能
で
す
。
４
年

前
に
は
バ
イ
デ
ン
当
選
を
支
え

た
Ｚ
世
代
で
も
、
今
18
〜
22
歳

の
学
生
た
ち
は
ト
ラ
ン
プ
政
権

当
時
は
10
〜
14
歳
。
あ
の
４
年

間
の
強
権
と
混
乱
を
自
分
ご
と

と
し
て
は
知
ら
な
い
。
だ
か
ら

そ
ん
な
ト
ラ
ン
プ
を
差
し
置
い

て
、
現
在
の
若
者
に
は
「
民
主

主
義
を
守
る
た
め
に
支
持
を
」

と
訴
え
る
バ
イ
デ
ン
こ
そ
が
反

民
主
主
義
に
映
っ
て
い
る
。

　

８
月
に
は
シ
カ
ゴ
で
民
主
党

全
国
大
会
が
あ
り
ま
す
。
正
式

な
バ
イ
デ
ン
の
候
補
決
定
で

す
。
そ
の
際
、
バ
イ
デ
ン
の
対

イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
を
批
判
す
る

リ
ベ
ラ
ル
派
が
、
会
場
内
外
で

抗
議
デ
モ
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
大
学
は
夏
休
み
中
。
全
米

か
ら
バ
イ
デ
ン
抗
議
の
学
生
た

ち
が
シ
カ
ゴ
に
結
集
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
思
い
出
す
の
は
や

は
り
68
年
８
月
の
シ
カ
ゴ
で
の

民
主
党
全
国
大
会
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
反
対
の
約
１
万
人
の
デ
モ

隊
と
警
察
が
激
し
く
衝
突
し
、

多
数
の
死
傷
者
が
出
た
あ
の
大

混
乱
で
す
。
で
、
そ
の
後
の
11

月
選
挙
で
は
ニ
ク
ソ
ン
が
勝
利

し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
は
い
ま
刑
事
裁
判

な
ど
で
大
忙
し
で
す
が
、
彼
の

周
囲
の
「
ブ
リ
キ
の
兵
隊
」
チ

ー
ム
が
眈
々
と
前
回
以
上
の
政

変
計
画
を
準
備
中
で
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

ブ
リ
キ
の
兵
隊
、
再
び

　

今
週
末
の
11
日
（
土
）
午
後

１
時
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
81

丁
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第

３
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
は
、

１
０
０
団
体
が
67
丁
目
ま
で
14

ブ
ロ
ッ
ク
を
南
下
し
て
フ
ロ
ー

ト
や
行
進
で
練
り
歩
く
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会
を
あ
げ
て

の
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
そ

う
だ
。
天
気
予
報
も
晴
れ
で
多

く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
が
沿

道
を
埋
め
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。

　

参
加
団
体
の
行
進
順
番
や

出
発
時
刻
は
７
日
現
在
ま
だ

事
務
局
で
調
整
中
の
た
め
公

表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
日

の
10
日
ま
で
に
は
参
加
団

体
に
通
知
さ
れ
、
公
式
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
（https://www.

japanparadenyc.org/)

に
も

公
開
さ
れ
る
の
で
、
パ
レ
ー
ド

を
見
に
行
く
人
は
事
前
の
チ
ェ

ッ
ク
が
奨
励
さ
れ
る
。

　

日
本
か
ら
招
待
す
る
今
年
の

目
玉
ゲ
ス
ト
と
な
る
「
鬼
滅
の

刃
」
の
パ
レ
ー
ド
ス
タ
ー
ト
時

刻
も
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い

が
、
関
係
者
に
よ
る
調
整
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
諸

般
の
事
情
で
前
後
に
動
く
可
能

性
も
大
い
に
あ
り
流
動
的
だ
。

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
来
賓
な
ど

招
待
客
が
座
る
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
の
あ
る
70
丁
目
ま
で
来
る
の

に
20
分
か
ら
30
分
程
度
は
か
か

り
、
ス
タ
ー
ト
が
後
ろ
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
時
間
が
押
し
て

出
発
時
刻
が
遅
く
な
る
た
め
、

中
弛
み
を
避
け
る
た
め
に
メ
イ

ン
を
そ
れ
以
上
後
ろ
に
ず
ら
す

こ
と
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
当

日
の
天
候
は
晴
れ
だ
が
、
第
一

回
の
時
は
終
盤
に
大
雨
に
見
舞

わ
れ
観
客
が
帰
っ
て
し
ま
う
な

ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
目
玉
行
進
は
無
事

に
な
る
べ
く
早
く
終
わ
ら
せ

た
い
と
い
う
主
催
者
側
の
思

惑
も
あ
る
。
た
だ
、
土
曜
日

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
で
約

１
０
０
０
人
近
い
日
本
人
の
子

ど
も
た
ち
が
補
習
授
業
校
に
通

っ
て
い
る
た
め
、
事
務
局
で
は

今
年
は
そ
の
子
ど
も
や
保
護
者

も
パ
レ
ー
ド
を
少
し
で
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
メ
イ
ン
ゲ

ス
ト
の
ス
タ
ー
ト
を
後
ろ
に
ず

ら
す
調
整
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
行

っ
て
い
る
状
態
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
補
習
授
業
校
の
場
合
、
幼

初
等
部
の
授
業
が
終
わ
る
の
が

12
時
50
分
。
午
後
ま
で
授
業
が

あ
る
中
高
等
部
は
間
に
合
わ
な

い
が
、
幼
初
等
部
は
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
、ク
イ
ー
ン
ズ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
も
に
下

校
か
ら
１
時
間
程
度
で
会
場
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
近
く
ま
で
来
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
鬼
滅
の
刃

を
な
ん
と
か
見
る
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
。
当
日
は
72
丁
目
の
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
と

コ
ロ
ン
バ
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
間

で
、
お
祭
り
縁
日
フ
ー
ド
な
ど

の
屋
台
な
ど
が
出
る
ジ
ャ
パ
ン

フ
ェ
ス
も
共
同
開
催
さ
れ
る
た

め
、
食
べ
物
の
長
い
行
列
に
並

ぶ
か
、
パ
レ
ー
ド
を
見
る
か
の

「
ま
た
割
き
」
状
態
に
な
る
が
、

パ
レ
ー
ド
は
午
後
３
時
過
ぎ
、

遅
く
て
も
４
時
ま
で
に
は
終
わ

る
た
め
、
午
後
５
時
ま
で
営
業

し
て
い
る
フ
ー
ド
テ
ン
ト
を
パ

レ
ー
ド
終
了
後
に
ゆ
っ
く
り
回

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
お
目
当

て
の
パ
レ
ー
ド
種
目
を
事
前
に

サ
イ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
け

ば
、
現
地
で
の
時
間
配
分
も
し

や
す
い
。

民舞座の華やかな踊り（昨年のパレードで、本紙撮影）

ⒸKoyoharu Gotoge/SHUEISHA 

ⒸKIMETSU NO YAIBA the stage committee

今週末はジャパンパレード
日
系
１
０
０
団
体
が
行
進

５
月
11
日
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
で
午
後
１
時
か
ら

行
進
予
定
は
前
日
ま
で
に
サ
イ
ト
で
公
開

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
５
日

記
者
会
見
し
、
４
日
に
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ

る
シ
ナ
ゴ
ー
ク
（
ユ
ダ
ヤ
教
の

礼
拝
所
）
に
少
な
く
と
も
３
つ

の
爆
弾
予
告
が
あ
っ
た
が
、
捜

索
し
た
結
果
、
爆
発
物
な
ど
は

な
か
っ
た
と
述
べ
た
。

　

爆
弾
予
告
が
あ
っ
た
の
は
西

83
丁
目
の
コ
ロ
ン
バ
ス
街
と
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
エ
ス
ト

の
間
に
あ
る
ロ
デ
フ
・
シ
ョ
ー

ロ
ム
と
、
西
30
丁
目
の
６
番
街

と
７
番
街
の
間
に
あ
る
ベ
イ

ト
・
シ
ム
チ
ャ
ッ
ト
・
ト
ー
ラ

ー
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
の
レ
ム
セ
ン
通

り
に
あ
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ

ツ
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
３
か
所
。

い
ず
れ
に
も
建
物
内
ま
た
は
近

く
に
爆
発
物
が
あ
る
と
電
子
メ

ー
ル
が
届
い
た
と
い
う
。
今
年

の
５
月
５
日
は
ナ
チ
ス
に
よ
る

ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
の
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
ヨ
ム
・
ハ
シ
ョ
ア（
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
・
メ
モ
リ
ア
ル
）

の
日
に
あ
た
っ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
（
民
主

党
）
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
、「
脅
迫
は
信
頼
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た

が
、
恐
怖
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を

広
め
る
個
人
を
容
認
し
な
い
。

責
任
者
は
そ
の
卑
劣
な
行
為
に

対
し
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
チ
ャ

ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院
議
員

（
民
主
党
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

選
出
）
と
ジ
ェ
リ
ー
・
ナ
ド
ラ

ー
下
院
議
員
（
民
主
党
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
選
出
）
は
、
シ
ナ
ゴ

ー
グ
、
モ
ス
ク
、
教
会
、
そ
の

他
の
礼
拝
所
の
警
備
を
強
化
す

る
た
め
に
、
新
た
に
連
邦
資
金

で
４
億
ド
ル
を
投
入
す
る
と
発

表
し
た
。
昨
年
10
月
に
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
が
始
ま
っ
て

以
来
、
虚
偽
の
情
報
で
特
殊
部

隊
（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
や
爆
発
物
処

理
班
な
ど
を
派
遣
さ
せ
る
ス
ワ

ッ
テ
ィ
ン
グ
が
増
え
て
い
る
。

　

市
警
は
、
引
き
続
き
捜
査
を

続
け
る
。
ま
た
、
イ
ー
ス
タ

ン
・
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
／
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
美
術
館
の
地
下
鉄
駅
を

爆
破
す
る
と
脅
迫
す
る
電
子
メ

ー
ル
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館

に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
発
表

し
た
。

礼
拝
所
爆
破
予
告
相
次
ぐ

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
台
頭
に
市
警
警
戒

https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japanparadenyc.org/
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

TEL&FAX 03-3226-3240

日
米
社
会
保
障
協
定
で

も
ら
い
易
く
な
っ
た
日
米
年
金

　

ハ
ヤ
カ
ワ
ミ
ス
テ
リ
ー
な

ど
、
日
本
で
、
Ｓ
Ｆ
小
説
と
ミ

ス
テ
リ
ー
作
品
を
数
多
く
出
版

し
て
い
る
早
川
書
房
二
代
目
の

社
長
だ
。
毎
年
春
に
開
催
さ
れ

る
米
国
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
協
会

主
催
の
エ
ド
ガ
ー
ア
ラ
ン
ポ
ー

ア
ワ
ー
ド
の
授
賞
式
に
コ
ロ

ナ
禍
を
除
い
て
過
去
50
年
毎

年
出
席
し
て
い
る
。
自
身
も

１
９
９
８
年
に
エ
ラ
リ
ー
ク
イ

ン
賞
を
受
賞
し
て
い
て
今
で
は

主
催
者
側
も
含
め
て
最
古
参
の

う
ち
だ
と
い
う
。同
社
は
元
々
、

神
田
で
祖
父
が
航
空
機
部
品
を

軍
事
協
力
工
場
と
し
て
製
造
し

て
い
た
早
川
製
作
所
が
東
京
大

空
襲
で
な
く
な
り
、
戦
争
嫌
い

の
父
が
、
戦
後
、
演
劇
雑
誌
出

版
社
と
し
て
興
し
た
会
社
だ
。

　

早
川
さ
ん
は
、１
９
６
４
年
、

慶
應
義
塾
大
学
４
年
生
の
時
に

元
陸
上
部
の
経
験
も
あ
っ
て
東

京
五
輪
の
外
務
省
の
公
式
通
訳

の
試
験
に
合
格
し
て
採
用
さ

れ
、
海
外
に
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
同
大
商
学
部

を
65
年
に
卒
業
と
同
時
に
早
川

書
房
に
入
社
、
１
年
間
経
理
部

で
書
籍
の
売
り
上
げ
動
向
を
勉

強
し
た
あ
と
、
１
年
間
の
条
件

付
き
で
両
親
の
許
可
を
も
ら
っ

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
語
学
学
校
に
留
学
し

た
。
大
学
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で

知
り
合
っ
た
ウ
イ
ル
キ
ン
ソ
ン

と
い
う
名
の
学
生
の
姪
が
ロ
ン

ド
ン
で
英
国
屈
指
の
名
門
出
版

社
ウ
イ
リ
ア
ム
・
コ
リ
ン
ズ
＆

サ
ン
ズ
で
版
権
担
当
と
し
て
働

い
て
い
る
こ
と
が
縁
と
な
り
、

帰
国
前
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
２
日

間
で
30
社
の
出
版
社
相
手
に
早

川
書
房
を
Ｐ
Ｒ
す
る
好
機
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中

に
、
父
親
が
部
下
を
連
れ
て
息

子
で
あ
る
早
川
さ
ん
の
様
子
を

見
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

部
下
と
い
う
の
が
当
時
ハ
ヤ
カ

ワ
・
ミ
ス
テ
リ
ー
の
編
集
部
長

を
し
て
い
た
常
盤
新
平
だ
っ

た
。
常
盤
氏
は
本
紙
・
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
２
０
０
７
年
11
月
10

日
号
の
連
載
「
常
盤
新
平
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
三
昧
３
」
に

そ
の
時
の
こ
と
を
こ
う
書
い
て

い
る
。「
は
じ
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
行
っ
た
と
き
は
、
プ
ラ
ザ

に
泊
ま
っ
た
。
勤
務
し
て
い
た

翻
訳
中
心
の
出
版
社
の
社
長
の

お
伴
で
あ
る
。（
中
略
）
活
字

で
読
ん
だ
Ｎ
Ｙ
と
自
身
で
見
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
。
ま
さ
に
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
、
だ
。
五
番
街
を
歩

い
て
い
た
と
き
、
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
を
初
め
て
見
た
。
ミ
ニ
ス

カ
ー
ト
が
流
行
し
は
じ
め
て
い

た
の
だ
」
と
記
述
し
て
い
る
。

　

早
川
さ
ん
は
こ
う
言
っ
た
。

「
出
版
と
い
う
の
は
家
内
制
手

工
業
な
ん
で
す
。
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
立
派
な
文
章
が
出
て
る
く

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
翻
訳
権

を
買
う
時
に
は
、
訳
者
、
邦

題
、
宣
伝
の
仕
方
を
考
え
、
本

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
瞬
時
に
考

え
る
。
同
時
に
紙
や
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
に
す
る
か
ソ
フ
ト
カ
バ
ー

に
す
る
か
本
の
体
裁
を
編
集
者

と
製
作
者
で
相
談
し
て
本
作
り

に
入
る
。
社
是
は
『
ワ
ン
＆
オ

ン
リ
ー
』
で
す
。
活
字
と
い
う

の
は
『
字
が
活
き
て
い
る
』
と

書
く
。
一
字
一
字
が
『
私
の
顔

を
見
て
く
だ
さ
い
。
私
の
身
体

を
見
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
よ

う
に
立
っ
て
こ
な
い
と
ど
ん
ど

ん
と
読
み
手
を
失
う
。
出
版
は

大
き
な
文
化
の
担
い
手
だ
と
思

う
」。
４
日
に
は
、
慶
應
義
塾

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
で
講
演
し

「
自
分
の
言
葉
で
文
章
を
表
現

す
る
た
め
に
新
聞
を
読
ん
で
下

さ
い
、
本
を
読
ん
で
下
さ
い
」

と
呼
び
か
け
、
出
版
人
と
し
て

の
魂
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
語
っ

た
。（
三
浦
良
一
記
者
、写
真
も
）

出
版
は
家
内
制
手
工
業
の
ワ
ン
＆
オ
ン
リ
ー
た
れ

株式会社　早川書房
代表取締役社長

早川 浩さん

　

日
米
社
会
保
障
協
定
は
、
①

社
会
保
障
税
の
二
重
払
い
の
回

避
②
年
金
の
掛
け
捨
て
防
止
の

目
的
で
２
０
１
５
年
10
月
に
発

効
し
ま
し
た
。
①
は
、
派
遣
期

間
が
原
則
５
年
以
内
の
米
国
滞

在
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
年
金
事

務
所
で
予
め
「
適
用
証
明
書

（Certificate of Coverage

）」

を
取
得
し
て
お
け
ば
、
引
き
続

き
日
本
の
厚
生
年
金
、
健
康
保

険
に
加
入
継
続
で
き
、
米
国
の

社
会
保
障
税
は
免
除
と
な
り
二

重
払
い
が
回
避
さ
れ
ま
す
。
②

は
、
日
米
の
年
金
の
加
入
期
間

を
、
日
米
の
年
金
受
給
資
格
の

算
定
上
相
互
に
通
算
出
来
る
と

う
も
の
で
す
。
協
定
が
発
効
さ

れ
る
ま
で
は
日
本
の
企
業
は
派

遣
社
員
を
米
国
の
社
会
保
障
制

度
に
加
入
さ
せ
、
一
方
で
日
本

の
社
会
保
障
制
度
に
も
継
続
加

入
さ
せ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ

の
協
定
に
よ
り
か
な
り
の
経
費

負
担
減
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、

当
時
の
派
遣
社
員
の
方
の
駐
在

期
間
は
３
年
か
ら
５
年
位
で
折

角
米
国
年
金
制
度
に
加
入
し
て

も
年
金
受
給
資
格
で
あ
る
加
入

10
年
（
40
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
を
大

半
の
方
が
ク
リ
ア
ー
で
き
ず
掛

け
捨
て
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
協
定
が
発
効

し
多
く
駐
在
員
経
験
者
に
と
っ

て
も
朗
報
と
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
米
国
年
金
に
５
年
間
加
入

し
て
日
本
に
帰
国
さ
れ
た
方

も
、
日
本
の
年
金
の
加
入
期
間

を
加
算
す
る
こ
と
に
よ
り
受
給

条
件
40
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
ク
リ
ア

ー
し
、
ご
自
身
の
支
払
わ
れ
た

５
年
分
の
年
金
を
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
年
金
受
給
条
件
は

２
０
１
７
年
８
月
か
ら
は
そ
れ

ま
で
の
加
入
期
間
25
年
間
か
ら

米
国
並
み
に
10
年
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
の
年
金
に
20
年

間
加
入
し
て
い
て
も
５
年
足
ら

ず
受
給
に
至
ら
な
か
っ
た
方
の

場
合
は
米
国
年
金
の
加
入
期
間

を
そ
れ
に
加
算
す
る
こ
と
に
よ

り
25
年
を
ク
リ
ア
ー
出
来
て
喜

ば
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
10
年
に
短
縮
さ
れ
た
以

降
は
日
本
の
年
金
加
入
者
に
と

り
米
国
の
年
金
加
入
期
間
を
活

用
し
て
受
給
資
格
を
得
る
必
要

性
は
薄
れ
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
米
国
年
金
加
入
期

間
の
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
遺
族
年

金
の
受
給
資
格
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
25
年
以
上
の
加
入
期
間
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
場
合
米
国
年
金
の
加

入
期
間
を
加
算
す
る
こ
と
に
よ

り
25
年
以
上
と
な
れ
ば
、
遺
族

年
金
の
受
給
資
格
を
獲
得
で
き

る
わ
け
で
す
。
日
本
で
働
か
れ

て
い
た
ご
主
人
が
米
国
で
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
も
、
日
本
の
年

金
加
入
期
間
が
少
な
か
っ
た
の

で
日
本
の
年
金
申
請
を
諦
め
て

い
た
方
の
場
合
も
、
米
国
年
金

加
入
期
間
を
加
算
し
て
日
本
の

遺
族
年
金
を
受
給
出
来
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
周
り
に
こ
ん

な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
是
非

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
加
給
年
金
の
受
給
資

格
は
厚
生
年
金
の
加
入
月
数

２
４
０
か
月
（
20
年
）
以
上
が

条
件
で
す
が
こ
の
期
間
の
計
算

上
で
も
米
国
年
金
加
入
期
間
を

加
算
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

加
給
年
金
額
は
生
年
月
日
が
昭

和
18
年
４
月
２
日
以
降
の
場
合

40
万
８
１
０
０
円
で
す
か
ら
決

し
て
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
協
定
で
よ
く
質
問
が
あ

る
の
は
「
私
は
日
米
両
国
の
年

金
に
加
入
し
て
い
る
が
、
将
来

受
給
す
る
場
合
は
両
国
の
年
金

加
入
期
間
を
通
算
し
た
上
で
ど

ち
ら
の
国
の
年
金
を
選
択
す
る

の
で
す
か
」
と
言
っ
た
趣
旨
の

問
い
合
わ
せ
で
す
。
日
米
両
国

の
年
金
制
度
は
基
本
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
制
度
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
年
金
受
給
の
た
め
の

加
入
期
間
を
満
た
せ
ば
年
金
は

そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
独
立
し
て

受
給
で
き
ま
す
。
例
え
ば
日
本

の
年
金
の
加
入
期
間
が
10
年
以

上
あ
れ
ば
米
国
年
金
の
加
入
期

間
を
み
な
し
で
加
算
し
な
く
て

も
、
言
い
換
え
れ
ば
協
定
を
活

用
し
て
米
国
年
金
の
加
入
期
間

を
加
算
し
な
く
て
も
日
本
の
年

金
は
受
給
で
き
ま
す
。
協
定
を

活
用
し
て
年
金
の
受
給
資
格
を

ク
リ
ア
ー
す
る
の
は
ど
ち
ら
か

の
国
の
年
金
加
入
期
間
が
受
給

す
る
た
め
に
不
足
し
て
い
る
場

合
で
す
。

　

例
え
ば
年
金
の
加
入
期
間
が

日
本
４
年
米
国
６
年
の
場
合
、

こ
の
ま
ま
で
は
両
国
の
年
金
は

受
給
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、

協
定
を
活
用
し
て
相
互
の
年
金

加
入
期
間
を
通
算
す
れ
ば
４
＋

６
、６
＋
４
で
加
入
10
年
以
上

（
40
ク
レ
ジ
ッ
ト
以
上
）
と
な

り
４
年
分
の
日
本
の
年
金
と
６

年
分
の
米
国
年
金
が
受
給
で
き

る
わ
け
で
す
。
協
定
の
内
容
を

よ
く
理
解
し
て
老
後
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
は
４
月

24
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
27
施
設
を

含
む
、
世
界
最
高
と
評
価
し
た

米
国
内
の
ホ
テ
ル
１
２
４
施
設

を
発
表
し
た
。
同
ガ
イ
ド
は
今

年
か
ら
、
最
高
評
価
を
得
た
ホ

テ
ル
に
レ
ス
ト
ラ
ン
版
の「
星
」

に
代
わ
る
「
キ
ー
（
鍵
）」
を

授
与
し
て
い
る
。
同
ガ
イ
ド
国

際
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
グ
ウ
ェ
ン

ダ
ル
・
プ
レ
ネ
ッ
ク
氏
は
「
現

場
ベ
ー
ス
の
確
実
な
手
法
で
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
調
査
員

た
ち
は
米
国
内
で
最
高
の
ホ
テ

ル
滞
在
を
実
感
で
き
る
よ
う
新

た
な
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
１

つ
、
２
つ
、
３
つ
の
キ
ー
の
評

価
を
受
け
た
各
ホ
テ
ル
は
ど
れ

も
、
有
能
な
プ
ロ
が
磨
き
上
げ

た
賜
物
で
あ
る
」
と
伝
え
て
い

る
。

　
「
と
て
も
特
別
な
ス
テ
イ
」

を
提
供
す
る
１
つ
キ
ー
は
「
独

自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
備
え
る

本
物
。
型
外
れ
か
も
し
れ
な
い

が
、
確
実
に
他
と
は
異
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
常
に
一
層

の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
同
価
格

の
ホ
テ
ル
と
比
較
し
て
も
明
ら

か
に
優
れ
て
い
る
」
と
し
、
Ｎ

Ｙ
市
内
で
は
、
比
較
的
手
ご
ろ

な
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ワ
イ
ス
・

ホ
テ
ル
、
昨
年
５
つ
星
を
得
た

著
名
シ
ェ
フ
の
ホ
セ
・
ア
ン
ド

レ
氏
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
る

ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・

ノ
マ
ド
を
含
む
17
施
設
が
獲
得

し
た
。「
稀
な
ス
テ
イ
」
の
２

つ
キ
ー
に
つ
い
て
は
「
す
べ
て

が
ユ
ニ
ー
ク
で
特
別
、
記
憶
に

残
る
ス
テ
イ
を
保
証
で
き
る
。

明
ら
か
な
プ
ラ
イ
ド
と
入
念
な

ケ
ア
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
独

特
な
デ
ザ
イ
ン
や
建
築
、
地
域

の
セ
ン
ス
の
取
り
入
れ
は
目
を

見
張
る
」
と
し
、
１
９
１
２
年

築
の
旧
ヤ
ル
ム
ロ
フ
ス
キ
ー
銀

行
ビ
ル
を
改
装
し
た
ナ
イ
ン
・

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ほ
か
５
施
設

が
獲
得
し
た
。「
格
別
な
ス
テ

イ
」
の
３
つ
キ
ー
は
「
驚
き
と

贅
沢
、
そ
し
て
究
極
の
居
心
地

と
サ
ー
ビ
ス
、
ス
タ
イ
ル
と
エ

レ
ガ
ン
ス
を
提
供
す
る
。
世
界

で
最
も
卓
越
し
た
ホ
テ
ル
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
間
違
い

な
く
本
物
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

が
す
べ
て
に
感
じ
ら
れ
、
一
生

記
憶
と
心
に
残
る
ス
テ
イ
と
な

る
だ
ろ
う
」
と
し
、
カ
ー
サ
・

チ
プ
リ
ア
ー
ニ
Ｎ
Ｙ
、
ア
マ
ン

Ｎ
Ｙ
を
含
む
４
施
設
が
選
ば
れ

た
。
詳
細
はhttps://guide.

michelin.com/en

を
参
照
。

NYの27ホテル
ミシュランガイドのキー獲得

https://on-timelimo.com/
http://myriverside.net/home
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http://nenkinichikawa.org
https://guide.michelin.com/en
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バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
は
本
人
の

許
可
な
く
出
来
ま
す
か
？  （
そ
の
２
）

クイックUSA

171

forms/
https://calcivilrights.
c
a
.g

o
v
/
w
p
-

content/uploads/
sites/32/2023/03/Fair-
Chance-Act-Sample-Forms-
Packet.pdf
 　

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
次
の
6

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
た
上
で
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
る
ジ
ョ
ブ
オ
フ
ァ
ー
の
取
り

下
げ
が
初
め
て
可
能
に
な
る
。

（
１
）
求
人
広
告
で
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る
旨

の
告
知

（
2
）
条
件
付
き
オ
フ
ァ
ー
レ

タ
ー
の
発
行

（
３
）
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
の
結
果
と
仕
事
内
容
を
フ

ォ
ー
ム
に
沿
っ
て
検
証

（
４
）
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
に
よ
る
条
件
付
き
オ
フ
ァ

ー
の
取
り
下
げ
予
告
通
知

（
５
）
4
の
結
果
に
つ
い
て
反

論
等
を
考
慮
し
て
再
度
検
証

（
６
） 

最
終
的
な
条
件
付
き
オ

フ
ァ
ー
の
取
り
下
げ
告
知

 

▼
特
に
上
記
の
ス
テ
ッ
プ
4
で

仕
事
と
の
関
連
性
に
よ
り
仕
事

オ
フ
ァ
ー
を
拒
絶
す
る
理
由
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ン

プ
ル
フ
ォ
ー
ム
は
下
記
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ
る
。

https://calcivilrights.
c
a
.g

o
v
/
w
p
-

content/uploads/
sites/32/2023/03/
Sample-Criminal-History-
Individual-
Assessment-Form.pdf
 　

た
と
え
ば
、
犯
罪
歴
報
告
書

に
よ
り
、
内
定
者
が
飲
酒
運
転

の
重
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
以

前
か
ら
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
の
実
施
に
は
「
条
件
付
き

オ
フ
ァ
ー
を
し
た
後
に
バ
ッ
ク

グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
」

と
い
う
ル
ー
ル
が
存
在
し
て
い

る
。
更
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ

ク
の
特
に
犯
罪
歴
に
よ
る
ジ
ョ

ブ
オ
フ
ァ
ー
の
拒
否
に
つ
い
て

仕
事
の
関
連
性
が
な
け
れ
ば
採

用
拒
否
が
出
来
な
い
と
い
う
厳

し
い
要
請
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。 

　

そ
こ
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
はCivil Rights 

Department

の
次
の
リ
ン

ク
に
てFair Chance Act: 

Guide to Using CRD’s 
Sample Forms

を
公
開
し
て

い
る
。

https://calcivilrights.
ca.gov/fair-chance-act/fca-

ミッドタウンに
超高層ビル計画
完成予想図を市が公開

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
仕

事
の
一
環
と
し
て
運
転
を
行
う

予
定
が
な
い
場
合
、
犯
罪
歴
が

仕
事
の
性
質
に
及
ぼ
す
影
響
は

限
定
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

逆
に
、
犯
罪
歴
か
ら
重
大
な

暴
力
犯
罪
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
職
が
一
般
社
会
と
緊
密
に

連
携
す
る
場
合
、
雇
用
主
は
、

犯
罪
や
行
為
の
性
質
が
将
来
の

従
業
員
の
職
務
遂
行
能
力
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
判
断
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
の
根
拠
を

含
め
て
、
前
出
の
リ
ン
ク
に
あ

る
よ
う
な
書
類
を
利
用
し
な
が

ら
記
録
を
残
し
、
ス
テ
ッ
プ
に

従
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
る
。

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
に

は
次
の
よ
う
な
関
連
法
律
が
影

響
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
専

門
の
調
査
会
社
等
に
確
認
の

上
、
進
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し

た
い
。

山
口 

憲
和, MBA, 

SHRM-SCP　

Philosophy LLC President
www.919usa.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
環

境
保
全
や
社
会
福
祉
な
ど
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
Ｎ
Ｙ
・
デ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
募
集
し
て
い

る
。
職
務
は
理
事
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
緊
密

に
連
携
し
な
が
ら
、
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ジ
ン
グ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
・
実
行
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
働
き
か
け
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
確
立
な
ど
グ
ル
ー
プ
運

営
の
監
督
を
行
う
も
の
で
、
週

に
５
〜
10
時
間
の
奉
仕
が
望
ま

れ
る
。
報
酬
は
基
本
的
に
無
給

だ
が
、
今
後
助
成
金
受
給
に
よ

っ
て
は
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
要
ビ
ジ
ネ
ス

レ
ベ
ル
の
英
語
力
。
こ
れ
ま

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
活
か

し
て
幅
広
い
社
会
奉
仕
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

に
ぴ
っ
た
り
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

だ
。
応
募
締
め
切
り
は
５
月
31

日
。
詳
細
と
応
募
はhttps://

www.linkedin.com/jobs/
view/3916480927/

を
参

照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
・
デ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
募
集

　

米
国
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
就
労
許

可
証
（
Ｅ
Ａ
Ｄ
）
の
更

新
申
請
を
期
限
内
に
提

出
し
た
申
請
者
に
対
し

て
、
自
動
延
長
期
間
を

最
大
１
８
０
日
か
ら
最

大
５
４
０
日
ま
で
延
長

す
る
暫
定
規
則
を
施
行

し
ま
し
た
。 

こ
の
規

則
は
２
０
２
４
年
４
月

８
日
に
発
効
さ
れ
、
特

定
の
非
市
民
の
Ｅ
Ａ
Ｄ

更
新
申
請
が
保
留
中
の

場
合
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
こ
の
規
則
の
主
な

変
更
点
は
、
以
下
の
３

点
で
す
。

（
１
）
自
動
延
長
の
対

象
と
な
る
申
請
者
：

２
０
２
３
年
10
月
27
日

以
降
に
適
切
に
Ｉ
ー

７
６
５
を
申
請
し
た
Ｅ
Ａ
Ｄ
更

新
申
請
者
。
規
則
の
発
表
日
に

申
請
が
保
留
中
の
場
合
。
規

則
の
発
行
を
開
始
し
て
か
ら

５
４
０
日
間
の
期
間
中
に
フ
ォ

ー
ム
Ｉ
ー
７
６
５
を
適
切
に
提

出
す
る
Ｅ
Ａ
Ｄ
更
新
申
請
者
。

（
２
）
自
動
延
長
の
証
明
方
法
：

有
効
な
Ｅ
Ａ
Ｄ
と
そ
の
Ｅ
Ａ

Ｄ
と
同
じ
雇
用
資
格
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
示
す
フ
ォ
ー
ム
Ｉ
ー

７
９
７
Ｃ
の
受
領
通
知
を
提

示
。
一
時
保
護
ス
テ
ー
タ
ス
に

基
づ
く
Ｅ
Ａ
Ｄ
の
場
合
、
Ｅ
Ａ

Ｄ
の
他
に
Ａ
12
（Temporary 

Protected Status

付
与
）
ま

た
は
Ｃ

19
（Temporary 

Protected Status

申
請
者
）

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

（
３
）
自
動
延
長
期
間
：

規
則
に
よ
っ
て
設
定
し

５
４
０
日
間
の
申
請
期
間

の
終
了
後
に
提
出
さ
れ
た

Ｅ
Ａ
Ｄ
更
新
申
請
に
対
し

て
最
大
１
８
０
日
に
短

縮
。

　

近
年
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は

Ｅ
Ａ
Ｄ
更
新
申
請
の
処
理

時
間
の
短
縮
と
裁
定
処
理

の
合
理
化
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
処
理

件
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、

一
部
の
申
請
者
の
Ｅ
Ａ
Ｄ

の
有
効
期
限
が
失
効
し
て

し
ま
う
状
況
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
規
則

は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改

善
し
、 

Ｅ
Ａ
Ｄ
更
新
申
請

者
の
雇
用
継
続
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
規
則
に
よ
っ
て
、
特
定
の
非

市
民
の
Ｅ
Ａ
Ｄ
更
新
申
請
者
の

雇
用
継
続
を
支
援
で
き
、
米
国

雇
用
の
安
定
性
を
確
保
し
、
さ

ら
に
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
Ｅ
Ａ
Ｄ
処

理
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

移
民
法
に
関
す
る
更
新
情
報 

米国移民局、ＥＡＤ更新申請者の
自動延長期間を最大５４０日まで延長

C
ourtesy of N

YC
 M

ayor’s Press O
ffi  ce

　

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
「
ア
メ
リ
カ
人
と
効
果
的

に
働
く
方
法
」
と
題
し
た
日
本

人
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
、
14
日
（
火
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
開
催
す
る
。

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
定
義
や
言
葉
の
壁
を
越
え
る

方
法
な
ど
、
日
本
人
が
一
緒
に

働
く
ア
メ
リ
カ
人
の
行
動
へ
の

理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
改
善
す
る
た
め
の
ス

キ
ル
を
磨
く
内
容
。
講
師
は
同

社
ミ
シ
ガ
ン
州
代
表
の
岩
崎
博

氏
。
登
録
費
は
２
９
５
ド
ル
。

参加希望者は申込サイト https://events.
eventzilla.net/e/working-eff ectively-
with-americans-online-seminar-in-

japanese-2138608889から。

米国人と働く方法
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
地
区
、
パ
ー
ク
街
沿
い
に

超
高
層
ビ
ル
が
誕
生
す
る
。
先

月
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ

Ｙ
市
長
が
こ
の
超
高
層
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成

予
想
図
を
発
表
し
た
。
パ
ー
ク

街
３
５
０
番
地
（
51
丁
目
と

52
丁
目
の
間
）
に
建
設
さ
れ

る
こ
の
ビ
ル
は
62
階
建
て
で
、

２
０
３
２
年
ま
で
に
完
成
す
る

予
定
。
市
長
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ

市
に
６
０
０
０
人
以
上
の
雇
用

を
も
た
ら
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

後
の
経
済
回
復
に
大
き
く
貢
献

す
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

設
計
は
建
築
事
務
所
の
ノ
ー

マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
率
い
る

Foster + Partners

。
床
か
ら

天
井
ま
で
の
ガ
ラ
ス
窓
と
テ
ラ

ス
を
備
え
、
空
に
向
か
っ
て
の

ぼ
る
階
段
を
思
わ
せ
る
デ
ザ
イ

ン
。
こ
の
ビ
ル
の
メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ト
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の

シ
タ
デ
ル
社
と
シ
タ
デ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
社
で
そ
れ
ぞ

れ
２
１
０
０
人
以
上
の
従
業
員

を
抱
え
て
い
る
。
地
上
階
に
は

市
民
も
利
用
で
き
る
座
席
、
緑

地
の
あ
る
広
大
な
公
共
ス
ペ
ー

ス
が
作
ら
れ
、
ア
ー
ト
展
示
な

ど
も
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
開
発
に
当
た
り
、
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
が
ビ
ル
の
建
設
地
に

隣
接
す
る
セ
ン
ト
・
パ
ト
リ

ッ
ク
大
聖
堂
と
聖
バ
ル
ト
ロ

マ
イ
教
会
か
ら
余
剰
権
利
を

購
入
し
、
歴
史
的
建
造
物
に

１
億
５
０
０
０
万
ド
ル
（
約

２
３
２
億
円
）を
も
た
ら
し
た
。

副
市
長
の
シ
ー
ナ
・
ラ
イ
ト
氏

は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を「
民

間
セ
ク
タ
ー
が
協
力
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
投
資
す
る
」
例

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

降
、
以
前
の
よ
う
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ビ
ル
に
通
勤
す
る
オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
が
減
っ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
。
Ｃ
Ｂ

Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
現
在

は
多
く
の
人
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
勤
務
を
選

ん
で
い
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー

ト
ビ
ル
35
棟
分
に
相
当
す
る

９
５
０
０
万
平
方
フ
ィ
ー
ト

（
約
８
８
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

以
上
の
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
が

未
入
居
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
市
長
は
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
住
民
、
労
働
者
、
観

光
客
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
的
な

場
所
と
し
て
五
番
街
周
辺
を
活

性
化
さ
せ
る
努
力
の
一
環
と
し

て
い
る
が
、
か
な
り
思
い
切
っ

た
決
断
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。

https://www.maxjob.com/
https://hls-global.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.linkedin.com/jobs/view/3916480927/
https://calcivilrights.ca.gov/fair-chance-act/fca-forms/
https://calcivilrights.ca.gov/wp-content/uploads/sites/32/2023/03/Fair-Chance-Act-Sample-Forms-Packet.pdf
https://calcivilrights.ca.gov/wp-content/uploads/sites/32/2023/03/Sample-Criminal-History-Individual-Assessment-Form.pdf
https://events.eventzilla.net/e/working-effectively-with-americans-online-seminar-in-japanese-2138608889
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遊
び
心
あ
ふ
れ
る
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
真
珠
の
世
界 

パ
ー
ル
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

パールアート作家上村栄司NY展
5 月 21 日（火）からギャラリー・マックス・ニューヨークで

　

パ
ー
ル
ア
ー
ト
作
家
、
上
村
栄
司
（
う
え
む
ら
・
え
い
じ
）
の
展
示
会
が 

5
月

21
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
土
）
ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
２
年
ぶ
り
８
回
目
の
開
催
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
詳
細
は
文
末
に
記
載
）

　

上
村
は
、 

三
重
県
南
伊
勢
で

祖
父
の
代
か
ら
真
珠
養
殖
を
営

む
３
代
目
で
、
真
珠
に
限
り
な

い
愛
情
を
注
ぎ
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ー
ル

ア
ー
ト
作
家
で
あ
る
。

　

身
に
着
け
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
だ

け
で
な
く
、
身
に
着
け
な
い
時

間
も
ア
ー
ト
と
し
て
楽
し
め
る

パ
ー
ル
作
品
を
次
々
に
発
表
し

て
い
る
。「 

真
珠
は
生
物
が
作

　

何
年
も
の
間
、
海
の
中
で
貝

が
育
て
た
養
殖
真
珠
の
何
重
も

の
巻
き
と
色
合
い 

は
、
ま
さ

に
自
然
が
つ
く
り
出
し
た
創
造

物
と
い
え
る
。 

上
村
は
、
海

か
ら
引
き
上
げ
、
そ
の
ま
ま
洗

浄
し
た
だ
け
で
色
調
整
を
し
な

い
無
垢
な
真
珠
の
奥
ゆ
か
し
さ

と
力
強
さ
に
心
引
か
れ
、
い
く

つ
も
の
作
品
を
発
表
し
て
い

る
。「
世
間
で
は
、
真
円
で
照

り
が
強
く
、傷
も
欠
点
も
な
い
、

い
わ
ゆ
る
『
花
珠
』
が
良
い
真

珠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。で
す
が
、

私
は
真
珠
を
育
て
る
立
場
と
し

て
、
こ
の
事
に
と
て
も
違
和
感

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
母
貝
は

ど
れ
も
同
じ
長
い
時
間
を
か
け

て
真
珠
を
育
て
、
こ
の
世
に
送

り
出
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
良

　

上
村
は
、
真
珠
の
表
面
に
漆

で
文
様
を
描
き
純
金
・
純
銀
な

ど
の
金
属
粉
を
蒔
き
つ
け
て
付

着
さ
せ
る
蒔
絵
の
伝
統
技
術
を

真
珠
に
施
し
、
ア
ー
ト
と
し
て

完
成
さ
せ
た
第
一
人
者
で
あ

る
。 

ま
た
、
真
珠
の
表
面
に

こ
れ
も
日
本
の
伝
統
工
芸
で
も

あ
る
切
子
を
ほ
ど
こ
し
、
真
珠

に
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
現
代
的
な

感
触
を
付
加
。
そ
の
カ
ー
ビ
ン

グ
を
引
き
立
た
て
る
本
藍
染
め

真
珠
は
神
秘
的
な
青
い
光
を
放

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
特
殊
な

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、

真
珠
の
未
来
を
広
げ
た
い

自
然
色
・
無
調
整
パ
ー
ル
の

魅
力
と
可
能
性

伝
統
と
新
し
さ
の
融
合
か
ら
生

ま
れ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

溢
れ
る
パ
ー
ル
ア
ー
ト 

り
出
す
唯
一
無
二
の
宝
石
。 

私
は
そ
の
真
珠
を
世
界
に
一
つ

だ
け
の
ア
ー
ト
と
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
の
で
す
。」
上

村
は
続
け
る
「 

特
別
の
日
だ

け
で
な
く
、
遊
び
心
の
あ
る
、

日
常
に
溶
け
込
む
よ
う
な
パ
ー

い
真
珠
と
悪
い
真
珠
に
分
け
ら

れ
、
悪
い
真
珠
と
レ
ッ
テ
ル
を

貼
ら
れ
た
真
珠
は
見
向
き
も
さ

れ
な
い
。
こ
れ
が
人
だ
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
私
は
悪
い

真
珠
は
無
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
『
エ
ク
ボ
』
が
あ

っ
た
り
、形
が
歪
ん
で
い
て
も
、

そ
れ
は
そ
の
真
珠
が
持
っ
て
生

ま
れ
た
個
性
で
す
。
私
は
そ
の

個
性
を
生
か
し
、デ
ザ
イ
ン
し
、

真
珠
た
ち
を
『
花
珠
』
と
同
じ

舞
台
に
立
た
せ
て
い
ま
す
。」

 　
「
南
伊
勢
に
あ
る
私
の
ア
ト

リ
エ
に
は
、
時
に
は
野
生
動
物

や
魚
が
遊
び
に
来
た
り
、
突
如

鳥
の
演
奏
が
始
ま
っ
た
り
と
、

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
自
然
の
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

技
術
で
22
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
大
き
な
真
珠
も
開
発
。
日
本

の
あ
こ
や
真
珠
以
外
に
も
、
四

角
い
真
珠
や
珍
し
い
色
の
真
珠

な
ど
、
世
界
中
の
希
少
な
真
珠

も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
作
品
の
幅

を
広
げ
て
い
る
。「 

日
本
の
伝

統
と
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
と
と

も
に
、
真
珠
の
新
時
代
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

私
は
、
常
に
新
し
い
発
想
で
新

し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。」 

ル
作
品
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ふ
と
し
た
一
人
の
時

間
に
絵
画
の
よ
う
に
眺
め
た

り
、
家
族
や
友
人
と
の
楽
し
い

時
間
を
演
出
し
た
り
。 

そ
し

て
出
か
け
る
時
に
は
相
棒
の
よ

う
に
連
れ
出
し
て
色
々
な
場
所

で
自
身
を
輝
か
せ
る
。
そ
ん
な

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

毎
日
真
珠
と
共
に
人
生
を
歩
ん

で
い
ま
す
。」

も
ち
ろ
ん
海
外
や
都
会
で
刺
激

を
受
け
る
事
は
作
品
づ
く
り
に

必
要
不
可
欠
で
す
が
、や
は
り
、

こ
こ
が
あ
る
か
ら
、
自
然
か
ら

の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
、
自
然
体
か
ら
生
ま
れ
る
作

品
が
で
き
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

　

上
村
は
、
昨
年
秋
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
で
の
展
示
会
が
好
評

だ
っ
た
た
め
、
来
年
も
パ
リ
で

の
展
示
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
イ

ー
ン
で
の 

展
示
会
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ

ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

久
々
の
展
示
会
は
、
日
本
、
ア

ジ
ア
は
も
と
よ
り
、ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
活
躍
の
場
を

広
げ
る
上
村
の
パ
ー
ル
ア
ー
ト

の
真
髄
と
真
珠
の
可
能
性
を
実

感
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

言
え
る
。

上村栄司 / Eiji Uemura  
パールアート展
THE ART OF PEARLS 

Unprecedented design 
by Eiji Uemura

期間／日時  2024年 5月 21日（火）
 ～ 25日（土） / 11AM ～ 6 PM　

会場  Gallery Max New York （４階）  
 入場無料
 552 Broadway (bet. Prince & 
 Spring Sts. / Intercom# 9 ), 
 Room 401,  
 New York, NY 10012

Contact  Tel. 212-925-7017 
 Cell. 917-704-1743
 E-mail:  mfuji@gallerymaxny.com
 

オープニングレセプション
         2024年 5月 21日（火） 

6:00PM ～ 8:00PM 

         アーティストトーク
6:30PM ～ 7:00PM 

クロージングレセプション
         2024年 5月 25日（土）

3:00PM ～ 6:00PM 

※ 5月 21 日を除く展示期間中、事前に予約すれば、
　上村氏に個別に応対案内 してもらえる。
　予約は藤島（mfuji@gallerymaxny.com）まで。
   （定員になり次第締め切り）

mailto:mfuji@gallerymaxny.com
mailto:mfuji@gallerymaxny.com


（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）5月 11日（土）

独
立
野
球
シ
ー
ズ
ン
開
幕

Ｎ
Ｊ
の
２
球
団
を
応
援
に
行
こ
う

Ｎ
Ｊ
州
の
安
全
な
街
、
ベ
ス
ト
20
を
発
表

　

野
球
の
大
リ
ー
グ
は
、
大
谷

翔
平
選
手
を
始
め
、
今
年
メ
ジ

ャ
ー
初
挑
戦
の
日
本
人
４
投
手

が
揃
っ
て
活
躍
す
る
な
ど
盛
り

上
が
っ
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｙ
地
区

は
と
言
え
ば
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
は

現
時
点
で
成
績
は
良
い
も
の
の

今
年
も
日
本
人
は
所
属
し
て
い

な
い
し
、
メ
ッ
ツ
は
千
賀
投
手

が
開
幕
か
ら
怪
我
で
欠
場
中

で
、
藤
浪
投
手
も
３
Ａ
降
格
後

も
絶
不
調
の
た
め
メ
ジ
ャ
ー
昇

格
の
見
込
み
が
な
く
、
日
本
人

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
寂
し
い
春

を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
今
週
、
米
国
と

カ
ナ
ダ
に
あ
る
16
チ
ー
ム
が
加

盟
す
る
独
立
リ
ー
グ
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
グ
」が
開
幕
し
た
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
グ
に
は
Ｎ

Ｊ
州
北
部
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

と
す
る
球
団
が
２
つ
あ
る
。
パ

サ
イ
ッ
ク
郡
パ
タ
ー
ソ
ン
の
ヒ

ン
チ
リ
フ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
本
拠

地
を
移
転
さ
せ
た
「
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
・
ジ
ャ
ッ
カ
ル
ズ
」

と
、
サ
セ
ッ
ク
ス
郡
オ
ー
ガ
ス

タ
の
ス
カ
イ
ラ
ン
ズ
・
ス
タ
ジ

ア
ム
を
本
拠
地
と
す
る
「
サ
セ

ッ
ク
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・
マ

イ
ナ
ー
ズ
」
だ
。

　

両
チ
ー
ム
は
、
２
０
１
９
年

シ
ー
ズ
ン
終
了
後
に
解
散
し
た

「
カ
ン
ナ
ム
リ
ー
グ
」
に
加
盟

し
て
い
た
時
に
、
３
シ
ー
ズ
ン

に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
独
立
リ

ー
グ
「
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
・
プ
ラ
ス
」
か
ら
の
選
抜
オ

ー
ル
ス
タ
ー
チ
ー
ム
の
米
国
遠

征
時
に
対
戦
相
手
に
な
っ
た
り

し
て
、
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
州
在
住
の

日
本
人
社
会
の
間
で
も
少
し
名

を
知
ら
れ
た
球
団
で
あ
る
。
特

に
、
日
本
人
が
多
く
住
む
バ
ー

ゲ
ン
郡
か
ら
も
球
場
が
近
い
ジ

ャ
ッ
カ
ル
ズ
に
は
、
こ
れ
ま
で

日
本
人
選
手
が
数
人
在
籍
す
る

な
ど
（
今
期
も
迫
勇
飛
投
手
が

契
約
）、
何
か
と
日
本
に
縁
の

あ
る
チ
ー
ム
だ
。

　

独
立
リ
ー
グ
の
各
球
団
は
そ

の
名
の
通
り
メ
ジ
ャ
ー
球
団
の

傘
下
で
は
な
い
が
、
チ
ー
ム
グ

ッ
ズ
の
販
売
や
、
試
合
日
の
コ

ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
営
業

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
入
場

券
や
球
場
内
で
の
食
事
な
ど
も

メ
ジ
ャ
ー
球
場
と
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
安
い
料
金
で
提
供
す
る

な
ど
の
運
営
努
力
も
相
ま
っ
て

　

ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
販
売
す
る
セ
ー

フ
ワ
イ
ズ
社
は
、
こ
の
ほ
ど
、

「
Ｎ
Ｊ
州
の
安
全
な
街
ラ
ン
キ

ン
グ
・
ベ
ス
ト
20
」
を
発
表
し

た
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
州

内
１
０
２
の
市
区
町
村
を
対
象

に
、
昨
秋
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
発
表
し

た
２
０
２
２
年
度
の
市
区
町
村

ご
と
の
暴
力
事
件
や
盗
難
な
ど

の
犯
罪
発
生
件
数
を
人
口
で
割

っ
て
算
出
し
た
数
値
に
基
づ
い

て
同
社
が
作
成
し
毎
年
発
表
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
10
年

目
と
な
る
。

　

同
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、

本
年
度
の
安
全
な
街
ベ
ス
ト
20

は
次
の
通
り
。１
位
バ
ー
ノ
ン
、

２
位
バ
ー
ナ
ー
ズ
、
３
位
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
、
４
位
ニ
ュ
ー
ミ

ル
フ
ォ
ー
ド
、
５
位
ヒ
ル
ズ
ボ

ロ
ー
、
６
位
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ル
フ

ォ
ー
ド
、
７
位
デ
ュ
モ
ン
ト
、

８
位
デ
ン
ヴ
ィ
ル
、
９
位
ス
パ

ル
タ
、
10
位
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
11

位
マ
ウ
ン
ト
オ
リ
ー
ブ
、
12
位

ホ
パ
コ
ン
グ
、
13
位
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
、
14
位
ワ
レ
ン
、
15
位

ホ
ー
プ
ウ
ェ
ル
、
16
位
バ
ー
ン

ガ
ッ
ト
、
17
位
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
、18
位
ロ
ク
ス
バ
リ
ー
、

19
位
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
20
位
ミ

ド
ル
セ
ッ
ク
ス
ボ
ロ
ー
。
ベ
ス

ト
20
は
、
全
て
州
北
部
と
中
部

の
市
区
町
村
が
占
め
、
犯
罪
件

数
が
増
え
て
い
る
南
部
の
町
は

入
ら
な
か
っ
た
。
特
筆
す
べ
き

は
デ
ン
ヴ
ィ
ル
で
、
１
年
間
暴

力
事
件
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。ま
た
、

バ
ー
ノ
ン
、ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
、

ニ
ュ
ー
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
、
デ
ュ

モ
ン
ト
で
は
年
間
の
暴
力
事
件

発
生
数
は
２
件
の
み
に
留
ま
っ

た
。

　

な
お
、
同
社
の
調
査
で
は
Ｎ

Ｊ
州
の
犯
罪
レ
ー
ト
（
人
口

１
０
０
０
人
当
た
り
の
犯
罪
件

数
）
は
15
・
７
で
全
米
平
均
の

20
・
７
を
大
き
く
下
回
り
、
全

米
で
10
番
目
に
安
全
な
州
と
評

価
さ
れ
た
が
、「
実
際
に
こ
の

州
で
安
全
な
生
活
が
で
き
て
い

る
か
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
し
Ｎ
Ｊ
州
民
か
ら
の
「
は

い
」
と
い
う
回
答
は
46
％
で
、

全
米
平
均
の
50
％
を
下
回
っ
て

い
た
。
特
に
、
銃
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
に
対
す
る
不
安

は
前
年
度
よ
り
大
き
く
増
え
て

い
る
と
い
う
。

根
強
い
地
元
フ
ァ
ン
を
獲
得
し

て
お
り
、
週
末
の
試
合
な
ど
は

５
０
０
０
人
収
容
の
球
場
が
満

員
の
フ
ァ
ン
で
埋
ま
っ
た
り
し

て
い
る
。
ま
た
、
将
来
の
メ
ジ

ャ
ー
昇
格
や
日
本
の
プ
ロ
野
球

チ
ー
ム
に
入
団
す
る
選
手
を
輩

出
す
る
な
ど
、
レ
ベ
ル
も
決
し

て
低
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

単
純
に
野
球
を
楽
し
み
た
い
フ

ァ
ン
も
満
足
さ
せ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ッ
カ
ル
ズ
の
新
本
拠
地

は
、
少
し
大
袈
裟
だ
が
「
Ｎ
Ｊ

の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
「
パ
タ
ー
ソ
ン
・

グ
レ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
」
滝

の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
で
、
暑

い
週
末
な
ど
に
滝
の
観
光
か
ら

の
流
れ
で
試
合
観
戦
す
る
の
も

お
勧
め
だ
。
ま
た
マ
イ
ナ
ー
ズ

の
球
場
も
州
北
部
の
山
間
地
に

あ
り
、
夕
涼
み
が
て
ら
の
試
合

観
戦
も
楽
し
い
。

　

チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
そ
れ
ぞ

れ
、
球
団
サ
イ
ト
か
ら
。

ジャッカルズ：
https://jackals.com

マイナーズ：
http://sussexcountyminers.com

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
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社は一切の責任を負いません。
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http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://www.salon-oasis.net
https://jackals.com
http://sussexcountyminers.com


2024年（令和 6年）5月11日（土） ［書　籍］　　（10  ）

　

現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
を
代
表

す
る
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
ポ

ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
が
4
月
30

日
夕
方
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
自

宅
で
亡
く
な
っ
た
。
77
歳
だ
っ

た
。
死
因
は
肺
が
ん
の
合
併

症
。
最
初
に
報
じ
た
の
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
だ
か
、

作
家
で
妻
で
あ
る
シ
リ
・
ハ
ス

ト
ヴ
ェ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
で
は

な
く
、
友
人
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ラ
イ
デ
ン

か
ら
の
情
報
が
元
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ハ
ス
ト
ヴ

ェ
ッ
ト
は
「
夫
の
死
を
発
表
す

る
の
は
私
だ
と
思
っ
て
い
た
。

家
族
の
尊
厳
が
奪
わ
れ
た
」
と

苦
言
を
呈
し
て
い
る
。

　

さ
て
日
本
で
も
フ
ァ
ン
が
す

こ
ぶ
る
多
い
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス

タ
ー
は
１
９
４
７
年
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人

家
庭
に
生
ま
れ
た
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
比
較
文
学
を
専
攻

し
、
１
９
８
２
年
家
族
史
に
つ

い
て
綴
っ
た
自
伝
的
エ
ッ
セ

イ
『
孤
独
の
発
明
』
で
登
壇
す

る
が
、
登
壇
す
る
ま
で
食
う
や

食
わ
ず
の
生
活
を
送
っ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
、
私
が
20
年

前
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
自
宅
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
嚆
矢
と
な
っ

た
『
ト
ゥ
ル
ー
・
ス
ト
ー
リ
ー

ズ
』（
オ
ー
ス
タ
ー
本
人
の
要

望
に
そ
っ
た
、
日
本
で
の
独
自

編
集
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
）
の

中
に
あ
る”Hand to Mouth”

（「
そ
の
日
暮
ら
し
」）
に
書
か

れ
て
い
る
。
当
時
の
自
分
に
つ

い
て
「
来
る
日
も
来
る
日
も
、

じ
り
じ
り
と
締
め
付
け
て
く
る

ほ
と
ん
ど
息
の
詰
ま
る
ほ
ど
の

金
欠
に
苦
し
み
、
そ
れ
が
私
の

魂
を
毒
し
、
い
つ
果
て
る
と
も

し
れ
な
い
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
私

を
釘
付
け
に
し
て
い
た
」
と
書

い
て
い
る
。
オ
ー
ス
タ
ー
の
自

伝
は
自
伝
と
し
て
読
む
の
で
は

な
く
、
本
人
が
私
に
語
っ
て
い

る
よ
う
に
、
普
遍
的
な
も
の
を

読
者
に
伝
え
る
た
め
に
「
自
分

自
身
を
一
つ
の
題
材
と
し
て
使

っ
た
だ
け
」
と
い
う
視
点
か
ら

読
ん
だ
方
が
得
る
も
の
が
大
き

い
。

　

人
生
の
大
き
な
転
換
点
と
な

っ
た
の
は
、
１
９
７
９
年
に
父

親
が
亡
く
な
り
、
若
干
の
遺
産

を
相
続
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ

れ
が
オ
ー
ス
タ
ー
を
貧
困
か
ら

解
放
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
翌

年
１
９
８
０
年
に
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
に
転
居
し
、
そ
こ
を
終
の
棲

家
に
し
た
。
そ
の
後
の
８
年
間

で
７
冊
の
小
説
を
出
し
、
21
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
も
ほ
ぼ
１
年

１
冊
の
ペ
ー
ス
で
作
品
を
発
表

し
、
生
前
34
冊
も
出
し
た
と
い

う
か
ら
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
現

代
文
学
の
頂
点
に
立
つ
ト
マ

ス
・
ピ
ン
チ
ョ
ン
と
は
対
照
的

で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
タ
ー
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
作
家
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
の
は
、
１
９
８
５
年
〜
86
年

に
か
け
て
出
し
た
小
説
集
『
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
で
あ

る
。
そ
の
第
一
作
『
ガ
ラ
ス
の

街
』
と
『
幽
霊
た
ち
』『
鍵
の

か
か
っ
た
部
屋
』
を
合
わ
せ
た

も
の
だ
。
こ
の
三
部
作
は
、
こ

の
一
世
紀
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

舞
台
に
し
た
25
の
最
も
重
要
な

作
品
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
オ
ー
ス
タ
ー
は
こ
の

三
部
作
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
象

徴
す
る
作
家
と
し
て
そ
の
地
位

を
不
動
の
も
の
に
し
た
の
で

あ
る
。
２
０
１
７
年
に
出
た

『
４
３
２
１
』
は
オ
ー
ス
タ
ー

の
一
生
が
溶
け
込
ん
だ
作
品
で

あ
る
。

　

オ
ー
ス
タ
ー
は
小
説
だ
け
で

な
く
、
エ
ッ
セ
イ
、
自
伝
、
翻

訳
（
オ
ー
ス
タ
ー
は
フ
ラ
ン
ス

語
が
得
意
）、
評
論
、
映
画
の

脚
本
や
演
出
も
手
掛
け
た
。
村

上
春
樹
を
し
て
「
天
才
」
と
言

わ
し
め
た
ほ
ど
多
才
で
あ
る
。

翻
訳
で
は
味
わ
う
の
は
不
可
能

で
あ
る
が
、
私
は
オ
ー
ス
タ
ー

の
文
体
が
大
好
き
で
あ
る
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
鋭
い
目
つ
き

で
私
を
凝
視
し
て
、
言
葉
を
慎

重
に
選
び
な
が
ら
話
し
て
く
れ

た
オ
ー
ス
タ
ー
の
姿
が
脳
裏
か

ら
離
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な

い
。（
お
お
の
・
か
ず
も
と
、

写
真
も
。　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

東
京
都
在
住
）

ポール・オースター逝く
 20 年前にブルックリンの自宅でインタビュー

 大野 和基

■うらはぐさ風土記（中島京子、集英社）滞米30年の田
ノ岡沙希は離婚と母校からのオファーを機に日本に帰国。
武蔵野の一角うらはぐさ地区で空き家の伯父の実家を当面
の住居とした。そこは学生時代の馴染みの土地で少し歩く
と昔ながらの商店街もある。人と人とのゆるやかなつなが
り、町なかの四季やおいしいごはんを瑞々しく描く物語。
■夜明けの花園（恩田陸、講談社）数多の少年少女を虜に
してきた「理瀬」シリーズ。主人公の水野理瀬が特殊な事
情を抱えた生徒が集う全寮制の学園に転入する前後を描い
たスピンオフ作品集。本編でお馴染みの校長や友人のヨハ
ンなどが各話の主人公として登場する。■ナイン・ストー
リーズ（J.D. サリンジャー、河出文庫）サリンジャーとい
えば世界的ベストセラー『ライ麦畑でつかまえて』だが、
短編9つを収録した自選短編集も有名だ。本書は現代アメ
リカ小説の翻訳を多数手がける柴田元幸による新訳。野崎
孝訳では『バナナフィッシュにうってつけの日』が柴田訳
では『バナナフィッシュ日和』に変わり、その違いも面白い。
■太陽を掘り起こせ（ドリアン助川、ポプラ社）ある日、
世界から太陽が消えた。その前から40歳の芳枝は家業の
喫茶店を閉め、店の２階に閉じこもっていた。一人息子の
健太郎が過労死で亡くなったからだ。店じまいを知らせて
いるのに扉が叩かれ、男の子がいた。太陽を探しに行くの
だという。闇の中で子どもが大人を導いていく。■Why型思考トレーニン
グ（細谷功、PHPビジネス新書）ビジネス世界では思考停止がはびこっている。
表面的な「What」にばかりとらわれて向こう側にある「Why」を考えてい
ないからだ。問題解決の能力はAIが人間を凌駕していっている時代に「Why」
を考える能力は重要性を増している。 Why型思考の身に付け方および活用
法を説く。■悩める時の百冊百話（岸見一郎、中公新書ラクレ）専門の哲学
に並行してアドラー心理学を研究、執筆・講演活動を行う著者が古今東西の
本と珠玉の言葉を紹介する。マルクス・アウレリウス、三木清、アドラーな
ど哲人のほか、伊坂幸太郎の小説や韓国文学、絵本、大島弓子のマンガなど
バラエティ豊か。いずれにも通底するメッセージは「生きる勇気」だ。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

30
年
ぶ
り
に
住
む
日
本
で
の
物
語
。
理
瀬
シ
リ
ー
ズ
・
ス
ピ
ン
オ
フ
短
編
集
。
新
訳
サ

リ
ン
ジ
ャ
ー
短
編
集
。
太
陽
が
消
滅
し
た
世
界
で
希
望
を
探
す
。
Ｗ
ｈ
ｙ
を
考
え
る
と
先

が
見
え
て
く
る
。
困
難
は
古
今
東
西
の
本
と
言
葉
で
打
破
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

小
さ
な
ウ
サ
ギ
が
ベ
ッ
ド
に

行
く
途
中
、
大
き
な
ウ
サ
ギ

は
「
ど
ん
な
に
君
が
好
き
だ
か 

あ
て
て
ご
ら
ん
？
」
と
聞
き
ま

す
。「
こ
ん
な
に
さ
」
と
腕
を

思
い
切
り
伸
ば
す
小
さ
な
ウ
サ

ギ
に
「
で
も
、
ぼ
く
は
こ
ー
ん

な
に
だ
よ
」
と
い
う
大
き
な
ウ

サ
ギ
。
お
互
い
に
ど
ん
な
に
好

き
か
を
比
べ
あ
い
ま
す
。
何
度

も
比
べ
あ
っ
た
あ
と
、
眠
く
な

っ
た
小
さ
な
ウ
サ
ギ
は「
ぼ
く
、

お
月
さ
ま
に
届
く
ぐ
ら
い
君
が

好
き
」
と
い
っ
て
目
を
閉
じ
ま

す
。
大
き
な
ウ
サ
ギ
は
木
の
葉

の
ベ
ッ
ド
で
眠
り
に
つ
い
た
小

さ
な
ウ
サ
ギ
に
お
や
す
み
の
キ

ス
を
し
て「
ぼ
く
は
君
の
こ
と
、

お
月
さ
ま
ま
で
行
っ
て
帰
っ
て

く
る
ぐ
ら
い
、
好
き
だ
よ
」
と

さ
さ
や
く
の
で
す
。

　

愛
の
大
き
さ
を
一
生
懸
命
表

そ
う
と
す
る
ウ
サ
ギ
の
愛
ら
し

い
姿
が
優
し
い
水
彩
画
で
描
か

れ
た
、
大
人
の
心
も
暖
め
て
く

れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
全
世
界
で

１
５
０
万
部
以
上
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
絵
本
。
５
月
12
日
の
母
の

日
に
親
子
で
一
緒
に
読
み
た
い

本
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
『
ど

ん
な
に
き
み
が
す
き
だ
か
あ
て

て
ご
ら
ん
』。　
　
　
（
高
田
）

「
ど
ん
な
に
好
き
か
」
を
競
い
合
う

 『Guess How Much I Love You』
Written by Sam McBratney
Published by Candlewick

http://www.easeny.com/
https://www.takesushi.us/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 147

May

五
月
晴
れ
の
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

　五月晴れの日に何度訪れても飽きないのが、ブルックフィールド・プレイ
スの「ウインターガーデン」を通り抜けてハドソン川伝い南北に伸びるボー
ドウォーク。温かい日差しにガラス張りの温室はもう不要。日光浴を兼ねて
戸外でランチを広げる社員たちで一帯は賑わっている。ビル内にはメリルリ
ンチやアメリカンエクスプレスなど大手企業が入っているが、ボードウォー
クに入ると対岸にはガラス張りの高層ビルが聳え、南方遠くには自由の女神
が立っている。遊覧船の往来は夏のハドソン川の風物詩だが、やかましい遊
覧ヘリコプターは歓迎できない。（ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：ミリアム（36 歳）
◇職業：技術師
◇居住地：ブラジル
◇着用の服：靴はナイキであと
は全てブラジル製

◇よく利用する店：特になし
◇好きなブランド：特になし
◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地の良さ
◇撮影場所：ハドソン川沿いで　　

　

ワ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
ア
ワ
ー
ド

Ｎ
Ｙ
大
会
実
行
委
員
会（
代
表
・

Ｕ
Ｓ
Ａ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
長
久
保

美
奈
）
は
5
月
23
日
（
木
）
午

AWARD 2024 NY

」
を
開
催

す
る
。

　
「Beauty & Peace

」
を
テ

ー
マ
に
1
部
で
は
学
生
に
よ
る

後
6
時
30
分
か
ら
午
後
9
時
ま

で
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス

（
パ
ー
ク
街
58
番
地
）
で
美
と

平
和
の
祭
典
「ONE STORY 

あ
な
た
も
審
査
員
に
！

日本とNYを結ぶ
美と平和のイベント

3
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
美
や
平
和
に
対
す

る
考
え
を
発
表
。
2
部
で
は
今

回
70
名
の
応
募
の
中
か
ら
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
モ
デ
ル

達
が
美
と
平
和
の
テ
ー
マ
で
ラ

ン
ウ
エ
ー
を
歩
き
、
ア
ピ
ー
ル

を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
者

は
来
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
日

本
大
会
へ
招
待
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
日
本
文
化
を
体
験
す
る
国

際
交
流
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な

る
。

　

当
日
は
会
場
の
観
客
に
も
投

票
権
が
あ
り
、
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
ほ
か
、
来
場
者
先

着
50
名
に
日
本
の
箸
置
き
な
ど

可
愛
い
小
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ゲ
ス
ト
に
オ
ペ
ラ
歌
手
の
青
木

麻
菜
美
氏
、「
美
し
い
心
が
宿

る
花
咲
く
世
界
の
シ
ェ
ア
」
を

掲
げ
活
動
中
の
フ
ロ
ー
リ
ス
ト

で
株
式
会
社

Magenta

代

表
の
山
田
剛

氏
＝
写
真
上

＝
も
来
米
。

舞
台
上
で
の

独
自
の
花
の

イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
を

披
露
。
空
間

や
モ
デ
ル
た

ち
に
美
し
い

華
を
添
え
る
。

　

審
査
員
と
し
て
サ
ラ
・
ジ
ェ

シ
カ
・
パ
ー
カ
ー
や
ジ
ョ
ン
・

ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
な
ど
数
多
く

の
セ
レ
ブ
を
撮
影
す
る
写
真
家

の
ダ
フ
ネ
・
ユ
リ
ー
氏
、
世
界

的
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
デ
イ
ジ

ー
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
グ
氏
、「
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
発
行
人
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
三
浦
良
一
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
兼
審
査
員
と
し
て
Ｎ
Ｙ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
日
本
人

メ
ン
ズ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
最

年
少
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表

し
た
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
氏
、
米
国
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
副
代
表
理
事

の
河
野
洋
氏
、
セ
レ
ブ
リ
テ
ィ

ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
ベ
イ
ザ
・
コ

バ
ン
氏
、
日
本
か
ら
は
株
式
会

社ONE STORY AWARD 

代

表
取
締
役
の
鶴
田
一
磨
氏
が
審

査
員
と
し
て
来
米
す
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

当
日
は
午
後
6
時
に
開
場

し
、
入
場
料
は
無
料
だ
が

25
ド
ル
以
上
の
寄
付
を
奨

励
。
当
日
来
場
も
歓
迎
。
詳

細

はHP: https://www.
onestoryawardny.com/

https://www.myhappytummyclub.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.ojfd.com
http://www.idocenter.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.onestoryawardny.com/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
、

４
月
29
日
か
ら
５
月
３
日
ま
で

を
「
鯉
の
ぼ
り
週
間
」
と
し
、

第
２
駐
車
場
と
メ
イ
プ
ル
広
場

に
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
風
に
舞
い
上
が
っ

た
鯉
に
夢
中
に
な
り
、
嬉
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
青
い
空
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ

り
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
人
々
に
も
日
本
の

文
化
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ

た
。

鯉のぼり週間
NJ日本人学校で

　

４
月
27
日
、
育
英
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

（
牧
野
佳
代
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

園
児
児
童
生
徒
数
１
３
０
人
）

は
、
全
部
門
で
保
育
参
観
・
授

業
参
観
を
実
施
し
た
。

　

幼
児
部
は
午
前
の
活
動
（
朝

の
活
動
、
運
動
、
製
作
等
）
を

自
由
に
参
観
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
日
の
製
作
は
５
月
の
子
ど

も
の
日
に
向
け
た
「
こ
い
の
ぼ

り
」。
紙
コ
ッ
プ
や
粘
土
を
使

っ
て
、
こ
い
の
ぼ
り
が
ぱ
く
っ

と
柏
餅
を
食
べ
る
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
楽
し
く
製
作
し
て
い
た
。

小
学
部
で
は
担
任
に
よ
る
授
業

参
観
を
実
施
。
多
く
の
保
護
者

に
見
守
ら
れ
る
な
か
、
い
つ
も

以
上
に
真
剣
な
顔
つ
き
で
授
業

に
臨
む
子
ど
も
達
は
手
を
挙
げ

た
り
発
表
を
し
た
り
と
頑
張
る

姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
保
護
者

も
学
習
に
参
加
し
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
も
と
、

楽
し
く
授
業
が
進
行
し
て
い

た
。
中
学
部
は
担
任
専
科
教
科

を
実
施
し
た
。
数
学
、国
語
等
、

ぐ
ん
と
専
門
的
に
な
る
教
科
授

業
の
難
し
さ
を
保
護
者
も
参
観

し
な
が
ら
実
感
し
て
い
た
よ
う

だ
。 育

英
学
園
で

保
育
参
観

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
市
に
あ

る
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
・
半
場
綾
子
）
で
は
、

お
花
見
昼
食
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
幼

児
部
か
ら
中
学
部
ま
で
の
約

１
５
０
人
の
生
徒
が
参
加
し
、

園
庭
の
満
開
の
桜
の
下
で
春
の

訪
れ
を
祝
っ
た
。

 　
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
て
開

始
さ
れ
た
こ
の
昼
食
会
で
は
、

桜
の
木
が
見
事
に
満
開
と
な

り
、
時
折
吹
く
風
が
鮮
や
か
な

ピ
ン
ク
の
花
び
ら
を
舞
い
散
ら

せ
な
が
ら
、
参
加
者
た
ち
は
春

の
暖
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
持
参
し
た
シ
ー
ト

に
お
弁
当
を
広
げ
、
屋
外
で
食

べ
る
食
事
の
美
味
し
さ
を
楽
し

み
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
他
学
年

の
生
徒
と
の
交
流
を
深
め
た
。 

お
花
見
で

ラ
ン
チ
楽
し
い

早
川
書
房
社
長
が
来
米

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で
講
演

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
で
４
日
、
Ｓ
Ｆ
や
ミ
ス
テ
リ

ー
文
学
に
強
く
多
く
の
海
外
文

学
を
日
本
に
紹
介
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
早
川
書
房
の

早
川
浩
社
長
が
「
出
版
者
の
ひ

と
り
ご
と
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
高
校
に
い
な
が
ら
大
学
レ

ベ
ル
の
講
義
を
聴
け
る
学
院
の

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
、
オ
ム
ニ
バ
ス
レ
ク
チ
ャ

ー
シ
リ
ー
ズ
の
第
13
回
目
。
国

際
派
の
出
版
社
の
代
表
と
し
て

世
界
の
作
家
た
ち
と
の
交
流
を

は
じ
め
数
々
の
貴
重
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　

質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

将
来
、
出
版
関
係
の
仕
事
に
就

く
こ
と
を
目
指
す
生
徒
達
か
ら

熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

短
期
間
で
契
約
す
る
作
家
や
本

を
決
め
る
時
の
選
ぶ
ポ
イ
ン

ト
、
日
本
文
学
を
海
外
に
紹
介

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
最

初
の
導
入
の
文
章
が
人
を
惹
き

つ
け
る
の
に
重
要
と
言
わ
れ
る

が
ど
う
や
っ
て
書
い
た
ら
い
い

か
、
翻
訳
本
は
国
に
よ
っ
て
売

れ
る
も
の
と
売
れ
な
い
も
の
が

あ
る
と
思
う
が
そ
れ
は
ど
こ
で

判
断
す
る
か
な
ど
の
質
問
に
早

川
社
長
は
、「
興
味
を
持
っ
た

こ
と
を
積
極
的
に
勉
強
し
て
吸

収
す
る
こ
と
」
や
「
社
会
人
と

し
て
の
教
養
や
常
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
な
ど
深
い
考
察
が
大

切
な
こ
と
」
を
強
調
し
た
。
ま

た
「
大
人
に
と
っ
て
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
文
学
は
ど
ん
な
役
割
が
あ

る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
「
人
々
に
希
望
を
持
た
せ
、

明
る
さ
を
投
げ
か
け
て
く
れ

る
」
と
語
っ
た
。
講
演
後
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
も
、
生
徒
達
か

ら
の
質
問
が
絶
え
な
か
っ
た
。　
　

　

ま
た
早
川
社
長
は
、
Ｓ
Ｆ
評

論
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
巽
孝

之
学
院
長
に
学
院
の
図
書
室
を

案
内
さ
れ
、
所
蔵
の
カ
ズ
オ
・

イ
シ
グ
ロ
全
編
、
ア
ガ
サ
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
全
編
を
始
め
、
ハ
ヤ

カ
ワ
Ｓ
Ｆ
文
庫
、
ミ
ス
テ
リ
ー

文
庫
な
ど
昨
年
同
社
が
寄
贈
し

た
３
４
５
冊
に
及
ぶ
新
蔵
書
と

も
対
面
。「
本
棚
に
私
が
入
社

し
た
当
時
の
作
品
も
あ
っ
て
驚

い
た
」
と
感
激
し
て
い
た
。

http://ymcatfv.org/
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
http://www.gwjs.org
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こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

今
月
は
、
高
校
入
試
に
お
け
る

帰
国
生
入
試
志
望
校
選
び
の
考

え
方
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。
中
学
入
試
と
の
大
き
な

違
い
は
、「
合
格
を
し
て
通
う

可
能
性
の
あ
る
学
校
を
準
備
す

る
こ
と
」
言
い
方
を
変
え
る

と
、「『
志
望
順
位
の
高
い
高
校

の
不
合
格
』
も
想
定
し
て
受
験

校
を
決
め
る
こ
と
」
に
あ
り
ま

す
。
日
本
の
意
中
の
学
校
に
合

格
し
な
か
っ
た
ら
現
地
の
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
に
通
う
と
い
う
こ
と

を
決
め
て
い
な
い
限
り
、
必
ず

日
本
の
学
校
に
合
格
し
な
け
れ

ば
日
本
で
高
校
生
に
は
な
れ
ま

せ
ん
。
従
っ
て
「
受
験
を
す
れ

ば
必
ず
合
格
を
い
た
だ
け
る
」

学
校
も
含
め
て
、
学
校
選
び
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

受
験
校
を
選
択
す
る
と
き
に

は
大
き
く
３
つ
の
区
分
に
分
け

て
考
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ

こ
で
は
、
お
子
様
の
学
力
に
よ

っ
て
受
け
る
学
校
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
具
体
的
な
学
校
名
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

一
つ
目
は
「
第
一
志
望
校
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
校
群
」
で
す
。
こ
の

群
は
、
自
分
が
一
番
行
き
た
い

学
校
、
夢
に
見
て
い
る
学
校
、

「
が
ん
ば
っ
て
」
受
か
る
学
校

で
す
。
こ
れ
ら
の
志
望
校
群
が

本
人
の
受
験
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー

帰
国
生
高
校
受
験
①

受
験
校
選
択
は
３
区
分
で 2

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
二
つ
目
は
「
実
力
相
応
校

群
」
で
す
。
模
試
を
受
け
る
と

点
数
や
偏
差
値
の
ほ
か
に
志
望

校
合
格
確
率
が
掲
載
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
確
率
で
50

％
以
上
の
学
校
、
つ
ま
り
「
２

回
受
験
を
す
れ
ば
１
回
以
上
は

合
格
で
き
る
学
校
」
で
す
。
そ

し
て
三
つ
目
は
、
先
ほ
ど
説
明

し
た
「
安
全
校
・
事
前
合
格
校

群
」
で
す
。
受
験
を
す
れ
ば
ほ

ぼ
１
０
０
％
合
格
を
い
た
だ
け

る
学
校
、
確
実
に
高
校
生
に
な

れ
る
保
証
の
あ
る
学
校
と
お
考

え
下
さ
い
。

　

中
学
３
年
生
は
、
精
神
的
に

は
ま
だ
ま
だ
大
人
に
は
な
り
き

れ
て
い
ま
せ
ん
。
第
一
志
望
校

群
や
実
力
相
応
校
群
を
受
験
す

る
際
に
、「
す
で
に
合
格
を
い

た
だ
い
て
い
る
」
状
態
で
受
験

す
る
の
と
、
そ
う
で
な
い
状
態

と
で
は
、
本
人
の
気
持
ち
の
持

ち
よ
う
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
学
校
を
選
ぶ
際
に
は
「
３

つ
の
志
望
校
群
」
を
柱
に
選
ぶ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
６
月
は
「
帰
国
生
中
学
受

験
②
５
つ
の
受
験
科
目
パ
タ
ー

ン
」、
そ
し
て
７
月
に
は
「
帰

国
生
高
校
受
験
②
受
験
科
目
と

そ
の
考
え
方
」
に
つ
い
て
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。
次
回
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
のAlto

日
本
語
補
習
校

で
５
日
間
の
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、

世
界
の
国
の
名
物
料
理
を
自
分

た
ち
で
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目

玉
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

５
日
間
で
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、

日
本
、
タ
イ
、
イ
タ
リ
ア
に
ち

な
ん
だ
料
理
に
挑
戦
し
た
。

　

１
日
目
に
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
を
行
っ
た
。
羊
の
腸
に
ひ
き

肉
を
詰
め
る
作
業
は
、
全
員
初

め
て
の
経
験
だ
。
腸
が
破
れ
な

い
よ
う
に
ひ
き
肉
を
押
し
出

し
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
長
さ
で
ね

じ
っ
て
切
る
。
出
来
上
が
る
と

「
い
つ
も
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
だ
！
」

「
こ
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
ね
」

と
感
動
し
て
い
た
。
ほ
か
の
日

に
も
生
の
タ
コ
を
塩
も
み
し
て

下
処
理
を
す
る
、
か
つ
お
ぶ
し

で
だ
し
を
と
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
な
活
動
が

盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
。
自
分

で
作
っ
た
も
の
を
食
べ
る
喜
び

は
格
別
で
「
お
か
わ
り
し
た

い
！
」と
好
評
で
あ
っ
た
。「
家

族
に
も
見
せ
た
い
」「
家
で
も

作
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る

子
も
あ
り
、
料
理
の
楽
し
さ
を

感
じ
た
様
子
だ
っ
た
。
料
理
以

外
の
活
動
も
、謎
解
き
ゲ
ー
ム
、

陶
芸
、
お
祭
り
遊
び
な
ど
を
目

一
杯
楽
し
ん
だ
。

各
国
の
料
理
実
習

Alto

日
本
語
補
習
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
市
に
位

置
す
る
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
半

場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）で
は
、

小
学
校
３
年
生
が
社
会
科
の
地

図
学
習
の
一
環
と
し
て
近
隣
地

域
を
探
検
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
実
際
に
自
ら
の

足
で
歩
き
、
地
図
を
作
成
す
る

こ
と
に
挑
戦
。
習
っ
た
ば
か
り

の
信
号
の
地
図
記
号
を
使
っ
た

り
、
坂
道
や
カ
ー
ブ
、
カ
フ
ェ

や
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
、
児

童
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

活
か
し
た
表
現
で
地
図
を
描
い

た
。
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
地
図
の
正
確
さ
に
驚
き
、
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
こ
の
日

は
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て
充
実

し
た
１
日
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

同
校
で
は
、
土
曜
日
を
「
み

ん
な
で
楽
し
む
日
本
語
の
日
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

近
所
を
探
索

育
英
の
児
童

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
）
で
は
「
こ
ど

も
の
日
」
に
合
わ
せ
て
３
日
、

「
こ
ど
も
の
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
た
。
子
ど
も
達
が
お

互
い
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
、
一
緒
に
作
り
上
げ
た
物
で

思
う
存
分
楽
し
む
一
日
で
、
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
ぼ
う
け
ん
し

よ
う
！
」。
当
日
を
迎
え
る
ま

で
の
約
１
か
月
間
を
か
け
て
準

備
し
て
き
た
。

　

５
歳
ク
ラ
ス
で
は
、
乗
り
物

に
乗
っ
て
恐
竜
を
見
に
行
く

「
恐
竜
ラ
イ
ド
の
部
屋
」、
４
歳

ク
ラ
ス
は
卵
や
宝
石
を
探
す

「
発
掘
の
部
屋
」、
３
歳
ク
ラ
ス

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
ト
ン
ネ

ル
や
橋
渡
り
を
す
る
「
オ
ア
シ

ス
」
の
部
屋
を
再
現
し
た
。

　
「
こ
ど
も
の
日
」
は
子
ど
も

達
が
主
役
の
日
。
だ
か
ら
こ

そ
、
毎
年
同
園
で
は
子
ど
も
達

が
中
心
と
な
っ
て
作
る
「
こ
ど

も
の
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
大

切
に
し
、
職
員
は
子
ど
も
達
の

サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
て
い
る
と

い
う
。
当
日
は
ベ
ス
ト
や
バ
ッ

ク
を
身
に
着
け
て
探
検
家
に
な

っ
た
子
ど
も
達
が
、
好
き
な
場

所
で
好
き
な
だ
け
遊
び
、
子
ど

も
達
の
賑
や
か
な
声
で
幼
稚
園

が
包
ま
れ
て
い
た
。

こどもの日を楽しむ
こどものくに幼稚園

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
4
年
度
第
54

回
目
夏
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
7
月
13
日
号

応
募
締
切
：
7
月
1
日
（
月
）
必
着

【
お
知
ら
せ
】
２
０
２
４
年
度
は
各
課
題
に
対
し

選
考
作
品
の
発
表
は
1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
2
回
目
の
選
考
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
幼
児
の
部

　

て
い
ね
い
に
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
大
き
な
字

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

最
後
の
字
ま
で
し
っ
か
り
力
強
く
、
落
ち
着

い
て
堂
々
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

濁
点
や
小
さ
な
点
画
も
て
い
ね
い
に
書
き
、

文
字
重
心
を
揃
え
な
が
ら
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

全
て
の
字
を
行
中
心
に
揃
え
、
最
後
ま
で
気

を
抜
か
ず
力
強
く
書
き
ま
す
。

●
中
学
の
部

一
点
一
画
を
疎
か
に
し
な
い
こ
と
、
正
し
い

書
き
順
に
従
う
こ
と
、
集
中
し
て
書
く
こ
と
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

筆
圧
の
違
い
や
点
画
の
曲
線
を
豊
か
に
表
現

し
つ
つ
、
前
後
の
文
字
同
士
の
繋
が
り
を
流
動

的
に
表
現
す
る
こ
と
が
手
書
き
文
字
の
美
し
さ

で
す
。

応
募
規
定

　

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

協賛：米国ゼブラ社

第
54
回
夏
期
課
題
の
発
表

https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com


　

わ
た
し
に
は
五
才
の
弟
が
い

ま
す
。
名
前
は
ロ
イ
と
い
い
ま

す
。
ロ
イ
は
、
小
さ
く
て
、
少

し
ち
ゃ
色
の
目
を
し
て
、
と
て

も
か
わ
い
い
で
す
。
で
も
、
宿

題
を
や
っ
て
い
る
時
に
、
い
つ

も
「
遊
ぼ
う
、
遊
ぼ
う
」
と
じ

ゃ
ま
を
し
て
き
ま
す
。

　

ロ
イ
は
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
タ
イ

ル
と
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
す
き
で
よ

く
出
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
遊

ん
で
い
る
時
は
、
む
ち
ゅ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
公
園

に
行
っ
た
時
、
お
買
い
物
ご
っ

こ
し
て
遊
び
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
が
お
店
屋
さ
ん
で
、
わ
た
し

と
ロ
イ
が
お
客
さ
ん
に
な
り
、

ス
ク
ー
タ
ー
で
買
い
に
行
く
遊

び
を
し
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に

ス
ク
ー
タ
ー
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

け
ん
か
も
す
る
け
ど
、
な
か

よ
く
し
て
い
る
時
は
う
れ
し
い

で
す
。
わ
た
し
は
、
ロ
イ
の
こ

と
が
だ
い
す
き
で
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
９
年
２
か
月
）

　

今
年
の
夏
も
日
本
に
行
き
ま

し
た
。た
っ
た
一
週
間
で
東
京
、

神
奈
川
、
大
阪
、
京
都
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
四
つ
の
場
所
で

食
べ
歩
き
を
た
く
さ
ん
し
ま
し

た
。
毎
日
お
な
か
が
ぱ
ん
ぱ
ん

で
し
た
。
初
め
て
の
場
所
で
の

食
べ
歩
き
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
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「
私
に
と
っ
て
の
本
当
の
日
本
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
テ
ル
杉
浦
　
有
愛

  「わたしの弟」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　ジョルダニ　ラナ

た
け
れ
ど
、
ず
っ
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
の
が
待

ち
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
新

か
ん
線
の
中
で
、「
あ
と
何
分

あ
と
何
分
」
と
、
く
り
返
し

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
住
ん
で
い
る
所
が

「
本
当
の
日
本
」
で
す
。
色
々

な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
の

国
を
旅
し
て
い
る
よ
う
に
は

思
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
着
く
と

本
当
の
夏
休
み
が
始
ま
る
感

じ
が
し
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
愛
知
県
の
西
尾
と
言

う
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。
西

尾
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ

け
で
は
な
く
親
せ
き
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
私
達
が
と
う

着
す
る
と
、
み
ん
な
が
お
だ

ん
ご
や
、
西
尾
の
ス
イ
ー
ツ

や
、
畑
で
取
れ
た
美
味
し
い

野
菜
や
果
物
を
持
っ
て
毎
日

会
い
に
き
て
く
れ
ま
す
。
中

で
も
、
私
は
と
れ
た
て
の
ナ

ス
が
大
好
物
で
す
。

　

西
尾
で
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
体
験
入
学
で
し
た
。
今
年

は
三
週
間
学
校
に
通
え
ま
し

た
。
学
校
に
通
う
前
に
あ
い
さ

　

み
な
さ
ん
は
、「
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
滝
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
と
は
、
カ

ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
国
境
に

あ
る
滝
の
こ
と
で
す
。
僕
は

六
月
に
こ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
に
行
き
ま
し
た
。
ナ
イ
ア

ガ
ラ
の
滝
に
行
っ
た
の
は
二

回
目
で
、
一
回
目
は
ぼ
く
が

ま
だ
五
さ
い
の
時
に
行
っ
た

の
で
何
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
ぼ
く
は
ほ
ぼ
一
回
し
か

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
す
。

　

一
日
目
は
、
五
時
間
の
長
旅

の
後
、
ホ
テ
ル
に
着
き
、
夕

食
を
食
べ
ま
し
た
。
車
の
中

で
五
時
間
、
ほ
と
ん
ど
動
か

ず
に
す
ご
す
の
は
ま
さ
に
地

ご
く
で
し
た
。
や
る
こ
と
と

い
え
ば
、
あ
と
少
し
で
充
電

が
切
れ
る
ゲ
ー
ム
、
ほ
と
ん

ど
何
も
見
れ
な
い
i
P
a
d
、

並
び
を
全
て
覚
え
て
い
る
パ

ズ
ル
。
ま
る
で
ご
う
問
の
よ

う
な
五
時
間
で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
国

境
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
出
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
か

の
検
査
を
さ
れ
て
一
時
間
も

足
止
め
さ
れ
、
ホ
テ
ル
に
着

い
た
時
に
は
み
ん
な
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
み
、

ず
っ
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
体
を

休
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
少

し
後
に
母
か
ら
連
ら
く
が
あ

り
、
全
員
で
レ
ス
ト
ラ
ン
に

向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

棒
に
刺
さ
っ
た
大
き
な
肉
を

切
り
と
っ
て
食
べ
る
と
い
う

独
特
な
料
理
が
出
て
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
、
ベ
ー
コ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

バ
ラ
肉
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ

空
が
大
気
汚
染
で
オ
レ
ン
ジ

色
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
少

し
残
念
で
し
た
。
そ
の
後
は

ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
て
風
呂
に

入
っ
て
す
ぐ
に
寝
ま
し
た
。

た
だ
滝
の
音
で
眠
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

二
日
目
の
朝
は
ホ
テ
ル
で

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
行
っ
て
朝
食

を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

ホ
テ
ル
を
出
て
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
ま
で
行
き
ま
し
た
。
音

が
大
き
く
て
こ
ま
く
が
破
れ

そ
う
で
し
た
。
一
時
間
く
ら

い
ま
わ
り
を
見
て
、
そ
の
あ

と
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
ま
し

た
。
フ
ェ
リ
ー
が
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
滝
の
す
ぐ
下
ま
で
行
き
、

そ
の
後
は
近
く
に
あ
る
も
う

一
つ
の
滝
の
下
ま
で
行
き
、

戻
り
ま
し
た
。
滝
の
下
に
行

っ
た
時
、
水
し
ぶ
き
が
多
す

ぎ
て
船
の
上
が
水
び
た
し
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

滝
の
後
は
昼
食
を
取
っ
て
、

滝
の
裏
へ
行
き
ま
し
た
。
滝

の
裏
は
じ
め
じ
め
し
て
い
て
、

と
て
も
う
す
暗
い
感
じ
で
し

た
。
十
分
く
ら
い
し
て
よ
う

や
く
外
に
行
き
、
少
し
散
歩

を
し
て
ホ
テ
ル
に
戻
り
ま
し

た
。

　

三
日
目
は
滝
の
周
り
を
散

歩
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
を
見
つ
け
て
、

や
っ
て
み
よ
う
か
な
、
と
迷

っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
そ

の
時
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
が
高

速
で
移
動
し
て
い
る
の
を
見

て
、
ぼ
く
の
頭
か
ら
迷
い
は

消
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
死
ぬ

の
は
あ
ま
り
に
も
名
残
惜
し

い
、
す
ぐ
に
そ
の
場
を
立
ち

去
り
ま
し
た
。
も
し
も
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
は

ず
れ
て
岩
に
激
突
し
た
ら
間

違
い
な
く
あ
の
世
へ
直
行
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た

ら
も
う
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
の
絶
対
に
い
や
で
す
。
そ

う
思
い
な
が
ら
ホ
テ
ル
へ
戻

り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
日

は
た
ま
た
ま
花
火
が
あ
っ
た

の
で
見
よ
う
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら

は
音
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

翌
日
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ

た
ら
荷
造
り
し
て
、
ホ
テ
ル

を
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
ま
し

た
。
再
び
車
で
四
時
間
ほ
ど

走
り
、
や
っ
と
家
に
着
き
ま

し
た
。

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
と
て

も
よ
い
場
所
で
し
た
。
ぼ
く

は
こ
の
旅
行
に
行
っ
て
一
番

良
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
、

滝
の
近
く
ま
で
フ
ェ
リ
ー
で

い
け
る
こ
と
で
し
た
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
く
れ
ぐ

れ
も
滝
に
落
ち
な
い
よ
う
に
。

　
　

  　
（
滞
米
７
年
７
か
月
）

つ
を
し
に
行
っ
た
時
、
た
ん

に
ん
の
先
生
が
、「
み
ん
な
が

有
愛
ち
ゃ
ん
、
い
つ
く
る
の
？

い
つ
く
る
の
？
と
待
ち
遠
し

そ
う
に
言
っ
て
い
た
よ
。」
と
、

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
は
な

れ
て
い
る
間
で
も
思
い
出
し

て
く
れ
た
の
で
、
学
校
に
行

く
の
が
も
っ
と
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
私
が

去
年
ず
っ
と
遊
ん
で
い
た
友

達
が
会
い
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
は
、
お
た
が
い

は
ず
か
し
く
て
、
も
じ
も
じ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

家
の
近
く
の
人
と
学
校
に

歩
い
て
行
く
グ
ル
ー
プ
は
、
班

と
い
い
ま
す
。
私
が
初
日
に

集
合
場
所
に
行
っ
た
時
、
班

の
お
友
達
が
、「
来
た
来
た
！
」

と
、
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
て

く
れ
た
の
で
、
ま
だ
覚
え
て

い
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
、

私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
初
日
か
ら
み
ん
な

が
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
が
ク
ラ
ス
の
お
友
達
が

私
に
質
問
を
す
る
時
間
を
作

っ
て
く
れ
て
、
み
ん
な
が
手

を
上
げ
て
色
々
な
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
た
の
で
、
き
ょ
う

み
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
校
の
後
に
班
の

子
達
に
、
遊
び
に
さ
そ
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
し
ゅ
ん
か
ん

私
は
、頭
の
中
で
「
や
っ
た
！
」

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
は
ず
か
し
す
ぎ
て
言
え

な
か
っ
た
の
で
、「
う
ん
、
良

い
よ
。」
と
答
え
ま
し
た
。

　

二
週
目
に
、
算
数
の
自
習

を
す
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
習
校

で
先
に
習
っ
て
い
た
の
で
、

友
達
を
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し

た
。
帰
り
の
会
で
は
、「
今
日

の
や
さ
し
い
こ
と
」
と
い
う

時
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

に
、「
有
愛
さ
ん
が
、
今
日

算
数
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
の

で
や
さ
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

友
達
と
目
が
合
っ
て
ニ
コ
ニ

コ
と
笑
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
日
本
は
、
日

本
と
い
う
国
で
は
な
い
で
す
。

私
が
思
う
日
本
は
、
田
ん
ぼ

や
お
茶
畑
の
け
し
き
と
行
き

な
れ
た
西
尾
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ

し
て
、
私
の
心
を
う
れ
し
く

さ
せ
て
く
れ
る
親
せ
き
や
お

友
達
と
の
つ
な
が
り
が
日
本

へ
の
気
持
ち
を
強
く
し
て
い

ま
す
。
毎
日
七
時
三
十
分
に

班
で
集
ま
り
学
校
ま
で
歩
き

ま
す
。
学
校
で
一
日
中
じ
ゅ

業
を
し
て
、
お
ば
ち
ゃ
ん
の
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私
が
大
切
に
し
た
い
言
葉

は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ

ン
が
言
っ
た
「
成
功
を
学
ぶ

た
め
に
は
、
ま
ず
失
敗
を
学

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で

す
。
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
理

由
は
、
自
分
の
失
敗
ば
か
り

が
気
に
な
り
、
落
ち
込
み
す

ぎ
て
、
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
ラ
ク
ロ
ス
が
好
き
で
、

試
合
に
沢
山
出
て
い
ま
す
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ミ
ッ
ド
フ
ィ

ー
ル
ド
で
、
ア
タ
ッ
カ
ー
で

は
な
い
の
で
、
得
点
す
る
機

会
が
い
つ
も
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
ミ

ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ダ
ー
は
ボ
ー

ル
を
自
分
の
チ
ー
ム
側
に
持

っ
て
い
っ
た
後
に
、
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
得
点
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
の
試

合
で
、
ち
ょ
う
ど
私
が
ゴ
ー

ル
の
前
に
立
っ
て
い
て
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
ボ
ー
ル
を

パ
ス
さ
れ
、
そ
れ
を
素
早
く

受
け
て
、
ゴ
ー
ル
出
来
た
ら

得
点
出
来
る
と
い
う
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
時
は
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て

し
ま
い
、
相
手
チ
ー
ム
に
ボ

ー
ル
を
う
ば
わ
れ
て
、
逆
に

得
点
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
か
ら
、
ま
だ
試
合
は

終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、「
な

ぜ
、
取
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。」
と
か
、「
何
度
も
同
じ

様
な
練
習
を
し
て
い
た
は
ず

な
の
に
、
な
ぜ
出
来
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。」
と
自
分
の
失

敗
ば
か
り
考
え
、
落
ち
込
ん

で
、
何
も
出
来
ず
に
終
わ
り

ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
き
て

も
自
分
の
失
敗
が
悔
し
く
て
、

そ
の
事
ば
か
り
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
こ
の
言
葉
を

聞
い
て
、
落
ち
込
む
の
で
は

な
く
、
私
に
足
り
な
か
っ
た

の
は
「
そ
れ
で
は
そ
の
失
敗

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、

ど
う
い
う
練
習
を
ど
れ
だ
け

す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
考
え

る
こ
と
だ
と
気
が
付
き
ま
し

た
。
試
合
中
に
落
ち
込
ん
で

も
仕
方
が
な
い
の
で
、
も
し

次
の
試
合
で
失
敗
し
た
時
に

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
に
は
、

失
敗
か
ら
学
ん
で
次
の
試
合

に
備
え
る
事
で
も
あ
る
と
気

が
つ
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
か
ら
、
私
は
試
合

の
後
に
失
敗
し
た
事
を
ノ
ー

ト
に
書
く
事
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
頭
の

中
が
整
理
さ
れ
、
落
ち
込
む

の
で
は
な
く
、
そ
の
失
敗
を

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
成
功
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
を
考
え
ら
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
試
合

中
に
失
敗
す
る
事
は
何
度
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
成
功
す
る
に
は
失
敗
が
必

要
な
ん
だ
と
思
え
ば
、
も
っ

と
頑
張
れ
る
気
が
し
ま
す
。

私
も
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ

ン
の
様
な
、
見
て
い
る
人
を

感
動
さ
せ
ら
れ
る
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

  　
（
米
国
生
ま
れ
）

  「ナイアガラの滝」
　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小５

　　　　　　　　　　　　　　近藤　勇輝

「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
ー
　
エ
レ
ナ

家
で
少
し
休
け
い
を
し
て
か

ら
、
そ
ろ
ば
ん
や
習
字
や
プ
ー

ル
に
行
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ご
飯
を
食
べ

な
が
ら
そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と

を
話
し
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
一

日
中
、
日
本
語
の
シ
ャ
ワ
ー
を

あ
び
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
ふ

つ
う
だ
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
に

住
ん
で
い
る
私
に
は
す
ご
く
た

め
に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
一
ヶ

月
し
か
西
尾
に
い
ら
れ
な
い
と

思
う
と
悲
し
い
で
す
。
で
も
、

だ
か
ら
こ
そ
来
年
も
、
ま
た
そ

の
次
の
年
も
夏
が
来
る
の
が
待

ち
遠
し
く
な
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
来
年
も
、
も
っ
と
も
っ

と
家
族
や
友
達
と
楽
し
い
時
間

を
す
ご
せ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
た

の
で
、
今
度
は
お
友
達
と
お
と

ま
り
も
し
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
滞
米
９
年
）

https://japaneseschool.org
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便
利
な
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
暮
ら
し
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
は
、
国
連
本

部
が
近
い
た
め
、
市
内
で
も
最
も
治
安
が
良
い
エ
リ
ア
の
一

つ
で
、
通
勤
に
も
と
て
も
便
利
な
場
所
だ
。

 　
写
真
の
部
屋
は
、
東
40
丁
目
の
２
番
街
に
近
い
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
の
賃
貸
可
能
な
物
件
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ワ
ン
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
で
広
さ
は
約
80
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
1
・
５
浴
室
、

南
向
き
、
リ
ビ
ン
グ
を
囲
む
よ
う
な
テ
ラ
ス
（Wrap-round 

Terrace

）、
改
修
済
み
の
キ
ッ
チ
ン
と
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ

ゼ
ッ
ト
が
付
い
て
い
る
。
24
時
間
ド
ア
マ
ン
、
プ
ー
ル
・
ジ

ム
・
サ
ウ
ナ
・
ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
付(

使
用
料
込
）

と
い
う
充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
、
日
系
食
料
品
店
ま
で
徒
歩
5
分
圏
内
で
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
困
ら
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
家

賃
は
４
４
０
０
ド
ル
。
７
月
20
日
か
ら
入
居
が
可
能
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・５
４
９
・５
１
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ル miyuki3533@gmail.com  

大
島
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
）

　
Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶

と
Ｎ
Ｙ
園
芸
協
会
、
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
は
地
球
環
境
を
考
え
る

ア
ー
ス
週
間
の
４
月
25
日
、
生

育
環
境
が
危
惧
さ
れ
る
地
元
の

蜂
の
保
護
を
目
的
に
、
同
市
内

の
７
か
所
の
公
共
広
場
に
﹁
蜂

ホ
テ
ル
﹂
を
設
置
す
る
﹁
ポ
リ

ネ
ー
タ
ー
︵
花
粉
を
運
ぶ
昆

虫
︶・
ポ
ー
ト
計
画
﹂
を
発
表

し
た
。

　
同
計
画
で
は
、
蜂
が
栄
養
を

蓄
え
生
育
し
や
す
い
よ
う
土
壌

や
植
物
環
境
を
整
え
、
柱
を
立

て
て
鳥
巣
箱
型
の
木
製
の
箱
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
緑
地
か
ら

緑
地
へ
花
粉
を
運
ぶ
蜂
に
休
憩

場
所
を
提
供
す
る
。
ま
た
多
く

の
蜂
の
種
類
は
巣
で
暮
ら
さ
な

い
た
め
、
受
粉
を
促
す
送
粉
者

の
数
を
増
や
す
に
は
、
地
下
に

埋
め
た
バ
ン
カ
ー
を
植
物
と
栄

養
豊
富
な
土
で
囲
い
、
雌
蜂
が

巣
を
作
り
産
卵
で
き
る
よ
う
人

工
的
に
巣
を
作
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
。
同
局
に
よ
る
と
、
対

象
の
種
類
の
蜂
は
小
型
で
め
っ

た
に
人
を
刺
す
こ
と
は
な
い
。

　
蜂
ホ
テ
ル
は
昨
年
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ

ザ
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
フ
ォ
ー
ダ

ム
プ
ラ
ザ
で
試
験
的
に
設
置
さ

れ
、
今
後
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ

ッ
ジ
の
ク
ー
パ
ー
ス
ク
エ
ア
プ

ラ
ザ
、
イ
ン
ウ
ッ
ド
の
キ
ス
ケ

ヤ
プ
ラ
ザ
、
ス
タ
テ
ン
島
の
ウ

ォ
ー
タ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ゲ
イ
ツ
ア
ベ
ニ
ュ

ー
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
34
丁
目
で

も
運
用
さ
れ
る
。

　
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
研
究
チ

ー
ム
は
、
定
期
的
に
蜂
の
動
き

を
調
査
し
な
が
ら
、
人
間
と
の

接
触
を
最
低
限
に
す
る
よ
う
監

視
す
る
。
会
見
を
行
っ
た
イ
ェ

ダ
ニ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
Ｄ
Ｏ
Ｔ

局
長
は﹁
Ｎ
Ｙ
市
の
オ
ー
プ
ン
・

ス
ト
リ
ー
ト
は
今
年
か
ら
は
ビ

ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
︵
と
て
も
素
晴

ら
し
い
場
所
︶
に
な
る
﹂
と
語

っ
た
。

蜂
専
用
の
ホ
テ
ル
を
設
置

Ｎ
Ｙ
市
が
花
粉
を
運
ぶ
ポ
ー
ト
計
画
発
表

音楽が聴けるワイヤレス
スピーカーランタン
MoMA 限定品： 調光可能なラ
ンタンであると同時にワイヤレ
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ランプのようであり、最大 7時
間の連続アンビエントライトと
鮮明な全方位サウンドを提供す
る。LED ランタン・スピーカー
は、モバイル機器とペアリング
するとBluetoothで接続される。
ピクニックやキャンプなど、日
没後の集まりに持ち運べるサイ
ズだ。充電式。MoMa Design 
Store （西 53 丁目 11 番地）にて
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今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
、
円
安
の
影
響
も
あ
っ
て
明

治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
調

べ
に
よ
る
と
、「
自
宅
で
過
ご

す
」
と
答
え
た
人
が
46
・
８
％

で
約
半
数
ら
し
い
。「
ど
こ
に

行
っ
て
も
混
ん
で
る
し
、
値
段

も
高
い
し
」と
い
う
こ
と
で
す
。

実
際
、
わ
た
し
の
周
囲
の
メ
ン

バ
ー
も
結
構
自
宅
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
ハ
ワ
イ
行
き
の
予
約

数
は
過
去
最
多
を
記
録
し
た
そ

う
で
す
。
も
っ
と
も
、
海
外
組

で
い
ち
ば
ん
人
気
は
や
は
り
、

近
い
韓
国
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

多
く
の
会
社
も
休
み
だ
し
サ
ー

ビ
ス
業
の
人
は
忙
し
い
し
、
わ

の
動
向
は
ど
う
か
」「
最
近
、

需
要
の
多
い
講
演
内
容
は
」
な

ど
、
お
互
い
情
報
交
換
し
な
が

ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

　

長
期
で
休
め
る
の
は
、
サ
ー

ビ
ス
業
の
人
た
ち
は
日
を
ず
ら

す
と
し
て
も
、
た
い
て
い
の
人

は
、
お
正
月
と
お
盆
と
こ
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
海
外
旅

行
や
学
び
に
後
片
付
け
な
ど
普

段
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
を

や
れ
る
時
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
見
て

い
る
と
、
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
日

本
人
メ
ン
バ
ー
が
、
や
っ
ぱ
り

物
価
の
高
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
安
く
あ
げ
た
い

と
自
炊
す
る
た
め
に
ス
ー
パ
ー

に
行
っ
て
も
野
菜
と
か
高
い
み

た
い
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

ど
う
な
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

　

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

た
し
た
ち
の
仕
事
の
研
修
や
講

演
は
ま
ず
無
い
で
す
。
な
の
で

こ
の
間
に
研
修
内
容
や
講
演
内

容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
す

る
た
め
に
「
講
師
キ
ャ
ン
プ
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
々
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る

と
、
ど
う
し
て
も
慣
れ
で
仕
事

を
し
て
し
ま
う
。
で
も
世
の
中

は
確
実
に
変
化
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
う
し
て
講
師
メ
ン
バ
ー

で
集
ま
っ
て
、「
最
近
の
研
修

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
日
本
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円
安
な
の
に
、
２
週
間
お
き

に
海
外
出
張
が
続
い
て
い
る
私

で
す
が
、
前
回
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
介
護
紀
行
。
今
回
は
中
国
の

内
陸
部
「
山
東
省
」。
今
回
の

私
の
仕
事
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
午
前
に
、

あ
る
大
学
で
日
本
の
訪
問
介
護

の
話
と
、
午
後
は
政
府
関
係
者

の
前
で
日
本
の
介
護
制
度
と
事

例
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

て
ほ
し
い
」
と
、
ざ
っ
く
り
し

た
オ
フ
ァ
ー
。
普
通
な
ら
ざ
っ

く
り
し
す
ぎ
て
い
て
、
し
か
も

中
国
と
い
う
こ
と
で
、
震
え
て

断
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
も

そ
も
の
私
の
冒
険
心
と
そ
の
ざ

っ
く
り
感
で
当
日
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
も
面
白
そ
う
だ
し
、
し
か
も

久
し
ぶ
り
の
中
国
だ
っ
た
の

で
、
了
承
し
て
み
ま
し
た
。

　

前
回
の
中
国
訪
問
は
コ
ロ
ナ

前
の
５
〜
６
年
前
。
２
０
１
７

年
北
京
で
は
レ
ン
タ
電
動
サ
イ

ク
ル
で
縦
横
無
尽
に
無
音
に
走

り
抜
け
る
人
々
に
未
来
を
感

じ
、
上
海
磁
浮
列
車
（
上
海
リ

ニ
ア
）
時
速
４
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
体
感
し
、
大
連
で
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
生
ま
れ
て
初

め
て
見
ま
し
た
（
そ
の
半
年
後

日
本
で
流
行
り
始
め
ま
し
た
）。

毎
回
、
な
に
か
し
ら
興
奮
ネ
タ

が
多
い
国
な
の
で
、
期
待
満
々

で
上
陸
し
ま
し
た
。

　

到
着
早
々
、
高
そ
う
な
車
に

乗
り
、
即
ホ
テ
ル
へ
。
外
部
と

の
接
触
も
少
な
く
、
翌
朝
、
移

動
。
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
あ
る

よ
う
な
中
国
の
も
の
す
ご
く
大

き
な
広
場
に
あ
る
日
本
の
国
会

議
事
堂
の
よ
う
な
豪
華
な
建
物

に
「
現
代
家
政
服
務
産
業
質
量

研
究
会
」
な
る
看
板
が
国
旗
と

共
に
ど
で
か
く
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
、
数
名
の

方
々
に
誘
導
さ
れ
、
奥
の
部
屋

の
座
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な

３
人
分
く
ら
い
あ
る
ひ
と
り
用

の
ベ
ン
チ
の
よ
う
な
ソ
フ
ァ
に

座
る
よ
う
に
通
訳
に
言
わ
れ
、

そ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
沈
み
ゆ
く

身
体
を
委
ね
な
が
ら
、
３
０
０

人
以
上
は
い
る
と
お
も
わ
れ
る

会
場
を
目
の
前
に
し
て
、
自
分

の
プ
レ
ゼ
ン
の
時
間
を
待
つ
の

で
し
た
。
通
訳
の
方
の
言
葉
を

聞
い
て
い
る
と
、
壇
上
に
上
が

る
方
の
紹
介
は
、
最
初
に
、
省

の
教
育
大
臣
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

中
国
へ
の
出
張
で
驚
い
た
こ
と 

国
務
長
官
、
そ
の
次
が
私
の
出

番
と
い
う
（
震
）。
ど
う
し
て
、

こ
ん
な
大
イ
ベ
ン
ト
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

の
？
（
苦
笑
）

　

自
分
の「
日
本
の
介
護
事
情
」

的
な
話
を
、
直
前
の
教
育
大
臣

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
務
長
官
の

話
の
後
に
す
る
こ
と
に
な
る
と

は
。
た
だ
日
本
の
介
護
職
員
の

こ
と
を
話
す
だ
け
で
は
、
会
場

が
「
な
ん
な
ん
？
」
と
な
り
そ

う
な
気
が
し
た
の
で
、
ど
う
や

ら
テ
ー
マ
が
「
家
政
」「
教
育
」

「
外
国
人
」
の
よ
う
な
の
で
、

そ
こ
に
絞
っ
て
、
短
時
間
で
微

調
整
を
始
め
ま
し
た
。「
自
分

の
番
ま
で
ま
だ
30
分
は
あ
る
。

余
裕
だ
ぜ
」
と
安
心
し
て
い
る

間
も
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に

自
分
の
番
が
き
て
し
ま
い
結
局

焦
り
ま
し
た
。
や
ば
い
。

　

結
局
、
日
本
の
介
護
の
特
徴

は
、
認
知
症
罹
患
者
へ
の
即
応

力
の
あ
る
専
門
性
と
、
地
域
支

援
の
深
化
・
展
開
力
に
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
事
例
と
し
て
「
は

っ
ぴ
ー
の
家
ろ
っ
け
ん
」
を
写

真
動
画
付
き
で
案
内
す
る
と
、

会
場
が
一
斉
に
ス
マ
ホ
を
向

け
、「
日
本
の
介
護
は
世
界
の

最
先
端
の
質
を
保
持
し
、
進
化

し
続
け
て
い
る
。ぜ
ひ
日
本
へ
、

大
阪
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と

締
め
る
と
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
ん
と
い
う
感
動
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
中

国
で
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
自
分

の
講
演
は
も
ち
ろ
ん
、中
国
は
、

介
護
＝
家
政
教
育
だ
と
い
う
位

置
付
け
で
、
取
り
組
み
方
の
角

度
が
日
本
と
違
っ
て
い
る
点
を

感
じ
ま
し
た
。
と
い
う
点
は
日

本
は
介
護
＝
研
修
と
い
う
概
念

は
あ
っ
て
も
、
文
科
省
が
出
て

き
て
教
育
を
語
る
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
国
務

長
官
が
来
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

こ
と
も
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
、
Ａ
Ｉ
や

家
政
産
業
を
科
学
的
に
学
術
化

し
な
が
ら
、
介
護
や
家
政
産
業

の
痛
点
と
し
て
啓
蒙
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
が
、
今

回
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
あ
り
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
、日
本
で
は
「
家
政
学
」

は
「
家
庭
生
活
」
の
領
域
内
で

の
「
調
理
」「
衣
服
製
作
」
等

の
実
習
か
ら
の
「
生
活
」「
消

費
家
計
」。そ
の
上
で
の「
保
育
」

「
栄
養
」「
環
境
」。
少
し
だ
け

介
護
や
家
庭
医
療
を
含
め
て
、

学
術
的
に
も
、
科
学
的
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
な
。

も
し
か
し
た
ら
、
ま
だ
「
日
本

の
介
護
は
世
界
の
最
先
端
」
と

い
う
に
は
及
ば
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
の
口
か
ら

少
な
く
と
も
山
東
省
の
３
０
０

人
に
は
言
っ
て
し
ま
っ
た
責
任

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日

か
ら
で
も
、
大
阪
市
港
区
か
ら

世
界
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
と

誓
い
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

■
『
バ
イ
デ
ン
米
政
権
、

３
０
０
近
い
ロ
シ
ア
関
係
の
個

人
・
事
業
体
を
金
融
制
裁
対
象

に
指
定
』（
調
査
部
米
州
課
発
）

＝
バ
イ
デ
ン
政
権
は
5
月
1

日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
を

続
け
る
ロ
シ
ア
の
支
援
に
関
与

す
る
お
よ
そ
３
０
０
の
外
国
事

業
体
を
金
融
制
裁
対
象
の
「
特

別
指
定
国
民
（
Ｓ
Ｄ
Ｎ
）」
に

指
定
し
た
。
今
回
の
制
裁
で

は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
産
業
基
盤

や
化
学
・
生
物
兵
器
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
事
業
体
が
主
な
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
■
『
米
商
務

省
、
日
韓
と
の
「
破
壊
的
技
術

保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
立
ち
上

げ
、
輸
出
管
理
の
協
力
強
化
』

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国

商
務
省
産
業
安
全
保
障
局
（
Ｂ

Ｉ
Ｓ
）
は
4
月
26
日
、
司
法
省

と
と
も
に
、
日
本
と
韓
国
と
の

「
破
壊
的
技
術
保
護
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
最
初
の

3
者
会
談
を
4
月
25
日
に
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
し
た
と
発

表
し
た
。
２
０
２
３
年
8
月
に

開
催
さ
れ
た
日
米
韓
3
か
国
首

脳
会
談
で
、
米
国
の
輸
出
管
理

の
執
行
専
門
部
隊
で
あ
る
「
破

壊
的
技
術
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
ォ
ー

ス
」
と
、
日
本
・
韓
国
の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
間
で
、
先

端
技
術
保
護
の
協
力
強
化
が
合

意
さ
れ
て
い
た
。
■
『
バ
イ
デ

ン
米
政
権
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
強
靭
性
を

強
化
す
る
安
全
保
障
覚
書
を
発

表
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝

バ
イ
デ
ン
政
権
は
4
月
30
日
、

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
と
強
靭
性
に
関
す
る
国
家

安
全
保
障
覚
書
（
Ｎ
Ｓ
Ｍ
）
を

発
表
し
た
。
２
０
１
３
年
2
月

に
発
令
さ
れ
た
過
去
の
大
統

領
政
策
指
令
（Presidential 

Policy Directive

）
を
置
き
換

え
る
も
の
で
、
安
全
で
機
能
的

か
つ
強
靭
な
重
要
イ
ン
フ
ラ
の

強
化
・
維
持
の
た
め
、
国
家
の

一
致
団
結
し
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
■
『
米
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
の
エ
バ
ー
ス
知
事
、
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
の
事
業
拡
大
に
最
大

１
５
５
０
万
ド
ル
の
支
援
を
発

表
』（
シ
カ
ゴ
発
）
＝
米
国
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
ト
ニ
ー
・

エ
バ
ー
ス
知
事
（
民
主
党
）
は

4
月
23
日
、
同
州
で
の
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
の
事
業
拡
大
に
最
大

１
５
５
０
万
ド
ル
の
税
額
控
除

（
実
績
ベ
ー
ス
）
を
供
与
す
る

と
発
表
し
た
。
同
社
は
、
同
州

ウ
ォ
ル
ワ
ー
ス
の
既
存
の
醸
造

工
場
の
拡
張
と
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
の
新
工
場
の
建
設
の
た
め

に
、
少
な
く
と
も
8
億
ド
ル
を

投
資
す
る
計
画
だ
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
５
月

２
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ
メ
ー
ル　

rept@jetro.
go.jp

　

横
浜
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
校
・
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア(

Ｉ

Ｂ)

候
補
校
『
Ｃ
Ｇ
Ｋ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
』
が

学
校
説
明
を
６
月
３
日
（
月
）

午
後
８
時
か
ら
9
時
（
米
東
部

時
間
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

す
る
。
２
０
１
６
年
の
プ
リ
ス

ク
ー
ル
開
設
に
は
じ
ま
り
、
23

年
に
初
等
部
を
開
校
、
28
年
ま

で
に
中
等
部
・
高
等
部
の
開
校

を
予
定
。
北
米
向
け
学
校
説
明

会
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ー
校

の
タ
イ
プ
に
よ
る
違
い
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
た
国
際
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
﹈、
国
際
的
な

視
野
を
養
う
同
校
の
特
色
あ

る
教
育
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

同
校
に
関
心
の
あ
る
人
、
帰

国
後
の
学
校
探
し
、
情
報
収

集
に
も
役
立
つ
。
申
し
込
み

はhttps://pro.kurashifeed.
com/event/cgk-webinar/

横
浜
の
イ
ン
タ
ー
校
が

北
米
向
け
学
校
説
明
会

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://www.furumoto.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://pro.kurashifeed.com/event/cgk-webinar/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

主
催
第
16
回
春
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企
画
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

大
学
：
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ

ー
ズ
」
第
８
弾
が
４
月
20
日

（
土
）
か
ら
５
月
５
日
（
日
）

ま
で YouTube

で
公
開
さ
れ

た
。
現
在
も
参
加
は
無
料
で
申

し
込
め
る
。
今
回
は
４
人
の
講

師
が
連
続
し
て
セ
ミ
ナ
ー
配
信

を
行
っ
た
。
各
講
師
30
分
程
度

の
凝
縮
セ
ミ
ナ
ー
。
期
間
中
何

度
で
も
自
由
に
視
聴
で
き
る
。

　

第
２
回
目
の
講
師
は
、
大
分

県
で
慢
性
腰
痛
を
改
善
す
る
方

法
を
伝
え
て
い
る
一
万
田
彬
志

氏
（
柔
道
整
復
師
）
が
「
明
日

か
ら
使
え
る
！
腰
痛
改
善
セ
ル

フ
ケ
ア
」
と
題
し
て
腰
痛
に
ま

つ
わ
る
、
今
日
か
ら
誰
で
も
使

え
る
ケ
ア
方
法
を
紹
介
し
た
。

　

腰
痛
は
症
状
が
出
や
す
い
人

と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
。
全

身
は
筋
膜
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

腰
痛
の
９
割
は
腰
以
外
に
原
因

が
あ
る
。
１
０
０
人
い
れ
ば

１
０
０
通
り
の
腰
痛
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
が
、
次
の
ケ
ア
方
法

は
１
０
０
人
居
れ
ば
１
０
０
人

に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
方
法
な

の
で
実
践
し
て
ほ
し
い
。

　

ど
こ
か
ら
腰
痛
が
来
て
い
る

の
か
を
判
断
す
る
方
法
は
、
立

っ
て
身
体
を
反
ら
し
て
み
た
時

に
、
肩
が
前
に
出
て
い
る
人
は

上
半
身
由
来
の
腰
痛
、
身
体
を

胸
を
張
っ
て
反
ら
し
た
時
に
痛

み
が
あ
る
人
は
下
半
身
由
来
の

腰
痛
と
い
え
る
。

　

少
し
歩
い
た
後
に
片
足
立
ち

を
し
て
み
る
と
ぐ
ら
つ
き
に
左

右
で
差
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

風
呂
上
が
り
に
、
手
の
指
と
足

の
指
を
噛
ま
せ
て
足
の
水
掻
き

部
分
を
割
い
て
広
げ
10
秒
間
止

め
る
。
足
首
を
内
回
り
と
外
回

り
そ
れ
ぞ
れ
10
回
ず
つ
大
き
く

ゆ
っ
く
り
回
す
。
指
の
根
本
の

骨
を
10
回
ず
つ
押
し
出
す
運
動

を
す
る
。
歩
い
て
み
る
と
、
安

定
度
が
増
す
こ
と
を
実
感
で
き

る
は
ず
。
こ
の
運
動
を
風
呂
上

が
り
に
３
セ
ッ
ト
す
る
。

　

次
に
、
胸
椎
の
動
き
を
調
整

す
る
。
四
つ
ん
這
い
に
な
り
、

腕
を
反
対
方
向
に
滑
ら
せ
て
寝

る
だ
け
。
息
を
吸
っ
て
７
回
に

分
け
て
吐
き
出
す
。
こ
れ
を
左

右
や
っ
て
最
後
に
背
骨
を
伸
ば

す
。
こ
の
運
動
を
毎
日
す
る
こ

と
で
、
腰
痛
予
防
と
緩
和
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
説

し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

動
画
は
こ
ち
ら
。（https://

youtu.be/SOAFr-G_2Us

）

明日から使える
腰痛改善セルフケア
一万田彬志氏が解説

　

書
で
人
生
に
彩
り
を
、
人
と

人
を
結
ん
で
い
く
書
彩
家
、
結

鶴
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル

シ
ー
の
画
廊
、
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

27
丁
目
５
４
７
番
地
、
電
話

２
１
２
・
２
６
０
・
０
０
２
６
）

で
グ
ル
ー
プ
展
に
出
品
し
た
。

「
ア
イ
ノ
カ
タ
チ
」
と
い
う
作

品
2
点
を
展
示
。
愛
に
形
は
見

え
な
い
け
れ
ど
ア
イ
ノ
カ
タ
チ

は
さ
ま
ざ
ま
で
人
は
愛
を
与
え

た
り
与
え
ら
れ
た
り
そ
う
気
付

く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
こ
の
二
作
は
、
自
身
の

中
か
ら
湧
き
出
る
言
葉
を
、
日

本
の
文
字
を
書
き
重
ね
て
表
現

し
て
い
る
。
画
廊
主
の
モ
ン
テ

サ
ラ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
さ
ん
は
結

鶴
の
作
品
を
見
て
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
心
の
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
る
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

サ
イ
ズ:

45
・
3
×
34
・
5
㎝

（
縦
×
横
）
額
無
し
サ
イ
ズ
。

画
材:

墨
・
和
紙
・
彩
墨
（
エ

ン
ジ
・
藍
）。
山
口
県
萩
市
出

結
鶴
が
Ｎ
Ｙ
合
同
展
に
出
品

「
ア
イ
ノ
カ
タ
チ
」

M
O
N
TSERRAT

ギ
ャ
ラ
リ
ー

身
。
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

を
書
道
専
攻
で
卒
業
し
、
在
学

中
に
師
範
免
許
を
取
得
。「
書

に
よ
っ
て
人
と
人
が
結
ば
れ
て

い
く
」
書
の
魅
力
を
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

卒
業
後
は
書
の
イ
ベ
ン
ト
活

動
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多
方

面
に
お
い
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

活
動
し
て
い
る
。
日
本
で
は
結

鶴
書
道
教
室
を
主
宰
し
、
学
校

書
道
教
育
に
も
講
師
と
し
て
携

わ
っ
て
い
る
。
昨
年
久
々
の
海

外
展
で
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
グ
ル
ー
プ
展
に
参
加
し
た
の

が
今
回
の
Ｎ
Ｙ
展
示
に
繋
が
っ

た
。
同
作
品
は
常
設
展
示
と
な

っ
て
い
る
。              （
三
浦
）

　

大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
20
日
午
後

７
時
30
分
か
ら
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
同
コ

ン
ク
ー
ル
は
ピ
ア
ノ
、
声
楽
、

弦
楽
器
、
管
楽
器
を
学
ぶ
若
手

音
楽
家
を
世
界
に
送
り
出
す
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
今
年

25
周
年
を
迎
え
る
。
Ｎ
Ｙ
公
演

は
昨
年
に
続
き
２
回
目
。
今
回

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
地
元
の
風

の
環
少
年
少
女
合
唱
団
を
迎
え

る
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
田
村
麻

子
が
ゲ
ス
ト
演
奏
す
る
。

　

出
演
は
栗
原 

し
お
り (Vn.)

長
谷
生 

雅 (Pf.)

、
畠
山 

咲

菜 (Pf.)
ア
デ
ィ
・
ド
ゥ
ア
ラ 

(Vn.)
、
山
下 

順
一
朗 

＆ 

山

下 

宗
一
郎(
ピ
ア
ノ
連
弾)

、

ス
パ
ク
リ
ッ
ト
・
パ
ヤ
ク
ソ 

(Pf.)

、
中
田 
広
規 (Pf.)

、
真

禎 

朝
比
奈 

コ
タ
ー
ル (Cl.)

、

前
川 

愛
実 (Pf.)

、
上
野 
緑 

(Sop.)

、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
カ
ス

ト
ロ
・
ト
ゥ
ビ
オ (Sax.)

、
Ｎ

Ｙ
か
ら
風
の
環
少
年
少
女
合
唱

団
、
田
村 

麻
子(sop)

。
入
場

料
40
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
は
電
話

２
１
２
・
２
４
７
・
７
８
０
０
も

し
く
は
劇
場
ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ

ス
。

大阪国際音楽
コンクール
ガラコンサート
カーネギーホールで20日

https://japan-universities.com/event/collegefair_2024sp.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
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「
エ
ク
ス
・
マ
キ
ナ
」「
ア
ナ

イ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
近
未

来
の
闇
を
ス
リ
ル
満
点
に
描
き

出
す
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ガ
ー
ラ
ン

ド
監
督
の
最
新
作
。

　 　

　

分
裂
し
た
ア
メ
リ
カ
を
舞
台

に
抑
制
さ
れ
て
い
た
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、
あ
る
い
は
単
に
溜
ま
っ

て
い
た
不
満
が
爆
発
し
た
の
か

文
明
社
会
は
根
本
か
ら
揺
さ
ぶ

ら
れ
て
い
く
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
た
ち
は
こ
の
大
き
な
歴
史
的

瞬
間
の
記
録
を
残
そ
う
と
奮
闘

す
る
。
映
画
を
見
る
観
客
は
彼

ら
の
視
点
を
通
し
、
Ｓ
Ｆ
の
世

界
と
い
う
よ
り
近
い
将
来
の
起

こ
り
う
る
現
実
を
疑
似
体
験
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

ガ
ー
ラ
ン
ド
は
脚
本
も
担

当
、
主
人
公
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
リ
ー
に
は
「
メ
ラ
ン
コ
リ

ア
」（
２
０
１
１
年
）
で
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
女
優
賞
を
受
賞
し

て
い
る
キ
ル
ス
テ
ン
・
ダ
ン
ス

ト
が
円
熟
味
の
あ
る
演
技
を
見

せ
る
。
共
演
は
ケ
イ
リ
ー
・
ス

ピ
ー
ニ
ー
、
ワ
グ
ナ
ネ
ウ
・
モ

ー
ラ
ら
。

　

権
威
主
義
的
大
統
領
が
長
期

在
任
し
、
ア
メ
リ
カ
は
も
は

や
一
つ
の
国
と
し
て
機
能
せ
ず

次
々
と
政
権
か
ら
離
反
す
る
州

が
出
始
め
る
。
中
で
も
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
と
テ
キ
サ
ス
は
反
乱

軍
を
結
成
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
目
掛
け
て
進
軍
中
だ
。

　

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
リ
ー

（
ダ
ン
ス
ト
）
と
ロ
イ
タ
ー
通

信
の
同
僚
ジ
ョ
エ
ル
（
モ
ー
ラ
）

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
惨
状
を

取
材
し
た
後
、
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て

出
発
す
る
。
反
乱
軍
が
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
を
襲
撃
す
る
前
に
Ｄ

Ｃ
入
り
し
、
大
統
領
が
こ
の
状

況
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
、

自
分
た
ち
の
目
で
確
か
め
る
た

め
だ
。

　

２
人
で
行
く
は
ず
だ
っ
た

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

紙
の
ベ
テ
ラ
ン
記
者
サ
ミ
ー
と

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目

指
す
ジ
ェ
シ
ー
も
同
行
す
る
こ

と
に
な
る
。
途
中
、
彼
ら
が
目

に
す
る
ア
メ
リ
カ
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
対
立
を
写
し
だ
す
。
人

種
へ
の
偏
見
を
も
ろ
に
出
し
暴

力
行
為
が
平
然
と
行
わ
れ
る

町
、
自
衛
力
を
持
っ
て
ノ
ン
ポ

リ
を
決
め
込
み
、
ま
る
で
何
事

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
町
も
あ
っ
た
。

リ
ー
た
ち
は
そ
の
全
て
に
レ
ン

ズ
を
向
け
る
。

　

合
衆
国
の
崩
壊
が
始
ま
る
過

程
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
テ
キ

サ
ス
と
い
う
政
治
色
が
相
反
す

る
ブ
ル
ー
ス
テ
ー
ト
と
レ
ッ
ド

ス
テ
ー
ト
の
連
合
が
い
か
な
る

理
由
で
生
ま
れ
た
の
か
な
ど
は

観
客
の
想
像
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
る
が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
含

む
政
治
は
も
と
よ
り
、
人
種
差

別
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
反
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
宗
教
問
題
、
中
絶

問
題
な
ど
多
種
多
様
の
社
会
問

題
を
抱
え
る
ア
メ
リ
カ
の
現
状

を
見
れ
ば
想
像
す
る
材
料
は
十

分
だ
。
１
時
間
49
分
、Ｒ
。（
明
）

Civil War
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動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
が
壊
れ
る
時

 ■上映館■
Regal E-Walk 4DX & RPX

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

リー（ダンスト）は同僚らとホワイトハウスを目指す

 EVENT　
■第 98 回ジャパンフェス＝ 5/11　10:00 ～ 18:00　
Chelsea （6th Ave 24th- 25th St）人気の日系ストリー
トフェア。今回はイカ焼き、タコ焼き、抹茶クロワッ
サン、今川焼き、シュークリーム、お好み焼き、抹
茶ドリンクなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ジャパンパレード＝ 5/11 13:00 ～ 15:30  Central 
Park West （Start from 81st St. to 67th St）第 3回目
となる今回のグランドマーシャルは元プロ車いすテ
ニス選手の国枝慎吾氏。また日本からの特別ゲスト
として、舞台『鬼滅の刃』のキャストの 4人が参加
する。72 丁目（bet Central Park West & Columbus 
Ave）ではストリートフェアが行われ、日本食・文
化紹介約 30 店が出店する。
詳細は https://www.japanparadenyc.org/
■第 12 回日本クラブ「親子で楽しむファミリーイ
ベント」＝ 5/25 13:00　日本クラブ（145 W 57th 
St.）美和鼓グループの和太鼓や獅子舞の演舞、手拍
子花笠踊り、ヨーヨー釣り、似顔絵アート、フェイ
スペインティング、風船アート、飴細工の実演、折
り紙アートなどが行われる。参加費は大人＄30、子
ども（3～ 13歳）＄20、会員は大人＄25、子ども＄15。
2 歳以下は無料。申し込みは https://form.jotform.
com/Nippon_Club/family-event-2024-registration-
form から。
■食の祭典「ブルックリン・ナイトマーケット」
＝ 5/27　16:00 ～ 22:00  Industry City（220 36th 
Street, Brooklyn）世界各国のグルメが味わえる 50
以上のベンダーが軒を連ね、ビルの合間に夕陽が沈
む美しい風景を楽しみながら、DJ による音楽やダ
ンスパフォーマンスなど、毎回 6000 人以上が訪れ
る食の祭典。10 月まで毎月最終月曜に開催。入場
無料。
詳 細 は https://www.maschospitalitygroup.com/
brooklynnightmarket

CLASS/SEMINAR
■日本の大学進学フェア＝ 5/21・22・23　ロサン

ゼルスで日本語情報誌を発行するライトハウスによ
る、オンラインの進学フェア。英語での入試制度や
海外生のための奨学金制度などを解説する。参加予
定大学は、青山学院大学、国際基督教大学、
上智大学、立教大学ほか。参加費無料。
詳 細 は https://japan-universities.com/event/
collegefair_2024sp.html
■ JOES 海外学校説明会・相談会＝ 6/22  9:30・
15:00  慶応義塾ニューヨーク学院（3 College Rd, 
Purchase, NY）海外滞在中の子供たちとその保護者
を対象に帰国後の進学に関する学校情報や相談の場
を提供する。午前と午後の 2部制。「全体説明会」
は JOES の教育アドバイザーによる講話とブース参
加校のプレゼン、第 2部は「個別相談会」。参加校は、
慶應義塾NY学院、工学院大学附属中学校・高等学
校（東京都）、佼成学園中学校・高等学校（東京都）
ほか。参加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.joes.or.jp

MUSIC
■矢野顕子トリオ・コンサート＝ 6/10  18:00、
20:30  Joe’s Pub（425 Lafayette St）NY 在住シンガー
ソングライター／ピアニストの矢野顕子さん率いる
トリオのライブ。出演はウィル・リー（ベース＆ボー
カル）とクリス・パーカー（ドラム）。矢野さんは
1990 に来米し NY在住。以来、日本とNYを行き来
しながら活動している。入場料：＄40
詳細は https://publictheater.org
■八神純子ライブ＝ 6/30  17:30  Birdland（315 W 
44th St.）八神純子の初の単独ニューヨーク公演。
東日本大震災以降、ボランティア活動を続けている
八神が音楽の力が TERRA（地球）を守る糧となるよ
う願いを込めて作った新曲『TERRA』の海外初披露
も予定。ピアニストの宮本貴菜が友情出演する。入
場料：テーブル席＄35.46、バーカウンター＄24.91
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
junko-yagami-duo/　

THEATRE/DANCE
■コンテンポラリー・ダンス「ビヨンド・バレエ、
ビヨンド・ヒップホップ」＝ 5/10・5/11  19:30   
Japan Society（333 E 47th St.）元新国立劇場のプ
リマ・酒井はなによるミヒャエル・フォーキン振付
の「瀕死の白鳥」、後半は「瀕死の白鳥 その死の真
相」と題された踊りと語り。2本立て公演のもう 1
演目は、ダンサー・振付家・ビデオグラファー高橋
萌登の振付作品で、日本人女性ダンサーがパワフル
でフェミニンなダンス。日本語上演、英語字幕付き。
入場料：＄40、JS 会員＄32
詳細は https://japansociety.org

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
後
夜

祭
・
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
「
奄
美
・

沖
縄
の
音
楽
と
踊
り
体
験
、
日

本
の
伝
統
音
楽
」
が
12
日
（
日
）

午
後
７
時
か
ら
、La Vibra 

NYC

カ
ク
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
（
西

26
丁
目
37
番
地
、https://

lavibranyc.com/

）
で
開
催

さ
れ
る
。（
主
催
：
Ｎ
Ｙ
奄
美
会
、

共
催
：
茨
城
・
沖
縄
・
広
島
・

和
歌
山
県
人
会
、
後
援
：
Ｎ
Ｙ

合
同
県
人
会
）

　

県
人
会
Ｐ
Ｒ
や
方
言
ク
イ

ズ
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
参

加
費
無
料
（
各
自
飲
み
物

な
ど
は
オ
ー
ダ
ー
毎
の
支
払

い
）。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

６
４
６
・
２
８
８
・
２
１
１
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルamami.

newyork@gmail.com

（Shu 
Sakae NY

奄
美
会
）
ま
で
。

奄美・沖縄
音楽と踊り
ジャパンナイト12日

https://aantcinc.com/
https://japanvillage.com/
https://hinomaru-limo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://goshikiprinting.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japanfes.com
https://www.japanparadenyc.org/
https://www.joes.or.jp
https://publictheater.org
https://japansociety.org
https://www.maschospitalitygroup.com/brooklynnightmarket
https://japan-universities.com/event/collegefair_2024sp.html
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2024-registration-form
mailto:amami.newyork@gmail.com
https://lavibranyc.com/
https://www.youtube.com/watch?si=RKYglfjyvWSZIkgbhttps%3A%2F%2Fyoutu.be%2FlV1OOlGwExM%3Fsi%3DvNv_wRcZpX6kPHYs&v=aDyQxtg0V2w&feature=youtu.be


2024年（令和 6年）5月 11日（土） ［広　告］　　（20  ）

https://benjaminsteakhouse.com/
https://theseafiregrill.com/



